
慈
覚
大
師
円
仁
将
来
目
録
の
研
究 

　
―『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』の
概
要
―

小

南

沙

月

序

言

　

後
に
天
台
宗
第
三
世
座
主
と
な
る
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）
の
九
年
三
ヶ
月
に
及
ぶ
入
唐
求
法
の
成
果
を
窺
う
上
で
不
可
欠

な
史
料
で
あ
る
将
来
目
録
三
種
、
す
な
わ
ち
『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』、『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』、『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』

（
以
下
『
承
和
五
年
目
録
』、『
在
唐
送
進
録
』、『
新
求
目
録
』
と
省
略
）
の
う
ち
、
前
稿（

（
（

で
『
承
和
五
年
目
録
』
及
び
『
在
唐
送
進
録
』
を

取
り
上
げ
、
諸
本
の
分
析
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
総
目
録
で
あ
る
『
新
求
目
録
』
を
取
り
上
げ
、
主
に
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下

『
大
正
蔵
経
』
と
省
略
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
現
存
仏
典
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
諸
本
の
間
に
見
ら
れ
る
文
字
の
異
同
に
つ
い
て

も
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
円
仁
が
揚
州
・
五
台
山
・
長
安
な
ど
で
求
得
の
書
目
名
よ
り
円
仁
入
唐
求
法
の
目
的
や
そ
の
成
果
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
手
が
か
り
と
し
て
い
き
た
い
。
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一
　『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
の
概
要

1
　
長
安
求
得

　

本
節
で
は
『
新
求
目
録
』
に
記
載
の
順
に
従
い
、
入
唐
求
法
の
終
着
地
で
あ
る
長
安
に
お
け
る
求
得
を
見
て
い
く
。
以
下
、
青
蓮
院
本
、

高
山
寺
本
、
叡
山
文
庫
池
田
蔵
本
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
本
を
青
本
、
高
本
、
池
田
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
、

『
全
書
』
本
と
省
略
し
て
記
載
し
た
。
書
目
に
振
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
別
稿（

（
（

に
掲
載
し
た
「
入
唐
新
求
聖
教
目
録
」（
以
下
「
新
求
目

録
」
と
省
略
）
と
対
応
し
て
い
る
。『
承
和
五
年
目
録
』、『
在
唐
送
進
録
』
の
目
録
に
お
い
て
見
ら
れ
た
文
字
の
異
同
と
同
様
の
も
の
や
、

旧
字
体
と
常
用
字
体
、
正
字
と
異
体
字
の
相
違
な
ど
は
本
稿
で
は
省
略
し
た
。 

ま
た
、
本
稿
に
記
載
の
将
来
物
の
名
称
は
、
青
蓮
院
本
に

依
拠
し
た
上
で
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
青
蓮
院
本
に
誤
り
が
あ
る
箇
所
は
他
の
現
存
諸
本
に
依
っ
て
改
め
た
。
な
お
、『
大
正
蔵
経
』
本
、

『
全
書
』
本
を
ま
と
め
て
称
す
る
場
合
に
「
活
字
本
」
と
し
、
青
蓮
院
本
、
高
山
寺
本
、
池
田
本
を
ま
と
め
て
称
す
る
場
合
に
「
写
本
」
と

し
た
。
以
下
、
将
来
物
の
名
称
、『
大
正
蔵
経
』
な
ど
に
収
録
の
巻
数
、
頁
数
、
番
号
を
記
載
し
、
書
物
の
概
要
を
主
に
『
仏
書
解
説
大
辞

典
』、『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
以
下
『
仏
書
』、『
大
蔵
』
と
省
略
）
に
依
り
な
が
ら
紹
介
す
る
。

2
『
金
剛
頂
経
瑜
伽
文
殊
師
利
菩
薩
法
』
一
品
一
巻　

不
空
（『
大
正
蔵
経
』
第
二
〇
巻
・
一
三
五
頁
・
№
一
一
七
一
）　

金
剛
界
軌
五
字

文
殊
菩
薩
を
念
誦
す
る
方
法
を
説
く
（『
仏
書
』）。

3
『
大
威
怒
烏
芻
渋
麽
儀
軌
』
一
巻　

不
空
訳
（『
大
正
』
二
一
・
七
〇
五
・
№
一
二
二
五
『
大
威
怒
烏
芻
渋
麼
儀
軌
経
』）　

胎
金
合
軌

の
仏
典
で
烏
芻
渋
麼
明
王
を
本
尊
と
す
る
十
八
道
立
の
念
誦
法
な
ど
を
説
く
（『
仏
書
』）。

4
『
仏
為
優う

填て
ん

王の
う

説
王
法
政し
ょ
う

論
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
四
・
七
九
七
・
№
五
二
四
）　

仏
が
優
填
王
の
た
め
に
王
法
を
説
く
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（『
仏
書
』）。

5
『
速そ
く

疾し
つ

立り
ゅ
う

験け
ん

魔ま

醯け
い

首
羅
天
説
迦か

楼る

羅
阿
尾び

奢
法
』
一
巻　

不
空
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
一
・
三
二
九
・
№
一
二
七
七
）　

青
本
は
「
迦

楼
」
の
下
の
「
羅
」
の
字
を
欠
く
。
魔
醯
首
羅
天
が
那
羅
延
天
に
阿
尾
奢
法
を
説
く
（『
仏
書
』）。

6
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
』
一
巻　

不
空
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
〇
・
二
〇
六
・
№
一
〇
八
六
）　
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
』

（『
大
正
』
二
〇
・
二
〇
三
・
№
一
〇
八
五
）
の
説
明
を
補
う
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

7
『
金
輪
王
仏
頂
要
略
念
誦
法
』
一
巻　

不
空　

通
諸
仏
頂
（『
大
正
』
一
九
・
一
八
九
・
№
九
四
八
）　

大
日
金
輪
の
法
を
修
行
す
る
要

略
念
誦
の
儀
軌
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

8
『
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
念
誦
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
七
五
・
№
一
一
三
三
）　

金
剛
界
軌
の
延
命
法
に
属
し
、『
金
剛
頂

経
』（『
大
正
』
一
八
・
一
一
〇
七
・
№
八
六
五
）
の
広
本
に
依
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
毘
盧
遮
那
報
身
仏
が
須
弥
山
頂
金
剛
宝
楼
閣
に

て
一
切
如
来
の
求
め
に
応
じ
て
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
、
除
災
延
命
の
護
摩
法
の
功
徳
な
ど
を
説
く
（『
仏
書
』）。

9
『
聖
観
自
在
菩
薩
心
真
言
瑜
伽
観
行
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
四
・
№
一
〇
三
一
）　

金
胎
合
軌
で
聖
観
音
法
に
属
す
る
。

修
行
者
が
曼
荼
羅
を
作
り
、
道
場
に
て
懺
悔
・
三
帰
・
三
竟
か
ら
始
ま
り
、
捨
身
供
養
な
ど
を
行
ず
る
次
第
が
記
さ
れ
、
観
自
在
菩
薩

の
四
字
を
如
法
に
観
ず
る
者
へ
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

10
『
金
剛
頂
経
多
羅
菩
薩
念
誦
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
四
五
四
・
№
一
一
〇
二
）　

多
羅
菩
薩
の
念
誦
法
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
（『
仏
書
』）。

11
『
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』
一
巻　

不
空
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
一
・
四
二
・
№
一
二
一
一
）　

甘
露
軍
荼
利
明
王
を
本

尊
と
す
る
供
養
法
を
説
く
。
後
世
の
十
八
道
（
四
度
加
行
の
最
初
に
行
わ
れ
る
行
法
）
修
法
次
第
の
典
型
を
な
し
、
純
密
系
統
の
主
要

な
儀
軌
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。
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12
『
文
殊
師
利
菩
薩
根
本
大
教
王
金
翅
鳥
王
品
』
一
巻　

不
空
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
一
・
三
二
五
・
№
一
二
七
六
）　

釈
尊
が
浄
居
天
に

あ
っ
た
時
に
文
殊
菩
薩
に
対
し
て
説
い
た
在
家
法
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

13
『
不
空
羂
索
毗
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
真
言
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
六
〇
六
・
№
一
〇
〇
二
）　

光
明
真
言
及
び
そ
の
功
徳
と

念
誦
法
を
説
く
（『
仏
書
』）。

14
『
金
剛
頂
超
勝
三
界
経
説
文
殊
五
字
真
言
勝
相
』
一
巻　

不
空
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
〇
・
七
〇
九
・
№
一
一
七
二
）　

金
剛
界
儀
軌
、

菩
薩
部
に
属
し
、
文
殊
の
五
字
真
言
の
功
徳
を
説
く
（『
仏
書
』）。

15
『
五
字
陀
羅
尼
頌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
七
一
三
・
№
一
一
七
四
）　

金
剛
界
儀
軌
中
の
菩
薩
部
に
属
す
る
文
殊
五
字
法
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

16
『
大
日
経
略
摂し
ょ
う

念
誦
随
行
法
』
一
巻　

不
空　

又
名
五
支
略
念
誦
要
行
法
一
巻
（『
大
正
』
一
八
・
一
七
六
・
№
八
五
七
）　
『
大
日

経
』（『
大
正
』
一
八
・
四
五
・
№
八
四
八
）
に
基
づ
く
胎
蔵
法
の
念
誦
法
や
観
行
を
簡
略
に
示
し
た
儀
軌
で
、『
大
日
経
』
の
第
七
巻
、

供
養
次
第
法
に
準
拠
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。『
五
支
略
念
誦
要
行
法
』
と
も
称
さ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

17
『
木も
く

槵げ
ん

経
』
一
巻
（『
大
正
』
一
七
・
七
二
六
・
№
七
八
六
、
失
訳
『
仏
説
木
槵
子
経
』）　

王
舎
城
の
鷲じ
ゅ

峰ほ
う

山せ
ん

に
て
仏
陀
が
木
槵
子
の

数
珠
を
度
し
三
宝
の
名
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
な
ど
を
説
く
。
不
空
訳
の
説
が
あ
る
（『
大
蔵
』）。

18
『
大
毗
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
略
示
七
支
念
誦
随
行
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
八
・
一
七
四
・
№
八
五
六
）　
『
大
日
経
』
に

基
づ
く
胎
蔵
法
の
念
誦
法
や
観
行
を
略
示
す
る
儀
軌
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

19
『
金
剛
頂
降
三
世
大
儀
軌
法
王
教
中
観
自
在
菩
薩
心
真
言
一
切
如
来
蓮
華
大
曼
荼
羅
品
』
一
巻
（『
大
正
』
二
〇
・
三
〇
・
№
一
〇
四

〇
）
観
自
在
菩
薩
の
曼
荼
羅
、
三
摩
地
及
び
供
養
儀
式
な
ど
を
説
く
（『
仏
書
』）。

21
『
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
七
二
・
№
九
三
一
）　
『
金
剛
頂
経
』
に
よ
り
金
剛
蓮
花
部
達
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摩
法
要
を
演の

べ
た
も
の
で
、
観
自
在
王
如
来
を
本
尊
と
し
、
供
養
・
観
想
を
す
る
方
法
を
説
い
た
供
養
儀
軌
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

22
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発ほ
つ

阿
耨の
く

多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
三
二
・
五
七
二
・
№
一
六
六
五
）　

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
心
（
無
上
の
悟
り
を
求
め
る
心
）
の
行
相
を
行
願
・
勝
義
・
三
摩
地
に
分
け
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
三
摩
地
菩
提
心
（
真

言
行
者
の
菩
提
心
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

23
『
金
剛
頂
瑜
伽
他
化
自
在
天
理
趣
会
普
賢
修
行
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
二
三
・
№
一
一
一
二
）　

金
剛
界
毘
盧

舎
那
如
来
が
他
化
自
在
天
に
お
い
て
説
い
た
理
趣
会
の
十
七
尊
に
つ
い
て
の
念
誦
法
が
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

24
『
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
』
一
巻　

不
空
与
遍
智
訳
（『
大
正
』
二
一
・
三
九
・
№
一
二
〇
九
）　

降
三
世
明
王
を
本
尊
と

す
る
念
誦
儀
軌
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

25
『
仁
王
般
若
陀
羅
尼
釈
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
五
二
二
・
№
九
九
六
）　
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
正
』
八
・

八
三
四
・
№
二
四
六
）
巻
下
、
奉
持
品
所
説
の
五
大
菩
薩
（
金
剛
手
・
金
剛
利
・
金
剛
薬
叉
・
金
剛
波
羅
蜜
多
）
及
び
陀
羅
尼
を
注
釈

し
た
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

26
『
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

亦
有
別
本
不
空
（『
大
正
』
一
八
・
二
九
九
・
№
八
七
三
）　

高
本
、
活
字
本
は
こ
の
書
目
を

欠
く
。
金
剛
界
の
五
部
（
仏
、
金
、
蓮
、
宝
、
羯
）
中
蓮
華
部
に
つ
い
て
五
相
成
身
の
観
法
及
び
諸
尊
の
念
誦
法
が
示
さ
れ
て
い
る

（『
仏
書
』）。
本
目
録
に
は
他
に
同
名
の
梵
本
真
言
二
巻
が
見
ら
れ
る
（「
新
求
目
録
」
134
）。

28
『
仏
説
一い
っ

髻け
い

尊
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
四
八
四
・
№
一
一
一
〇
）　

観
自
在
菩
薩
が
一
髻
羅
刹
法
を
修
法
す
る
者

は
果
報
を
受
け
る
こ
と
を
説
き
、
七
日
作
壇
法
や
潅
頂
、
護
摩
法
な
ど
の
儀
則
が
説
か
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

30
『
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
普
賢
菩
薩
念
誦
法
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
二
八
・
№
一
一
二
三
『
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
普
賢
菩
薩

念
誦
法
』）　

金
剛
界
儀
軌
中
の
金
剛
薩
埵
法
で
、
こ
の
儀
軌
は
『
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
経
中
略
出
大
楽
金
剛
薩
埵
念
誦
儀
軌
』（『
大

慈覚大師円仁将来目録の研究5



正
』
二
〇
・
五
一
三
・
№
一
一
二
〇
Ａ
）
と
同
様
、
五
秘
密
瑜
伽
妙
法
が
主
に
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

31
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
一
巻　

不
空　

更
有
別
本
一
巻　

阿
目
怯き
ゃ

跋
折
羅
訳
（『
大
正
』
一
八
・
九
一
六
・
№
九
〇
八
）　

不
空
金

剛
の
別
名
、「
阿
目
怯
跋
折
羅
」
訳
を
高
本
は
「
阿
目
跋
羅
説
」
と
記
す
。
大
本
の
『
金
剛
頂
経
』
中
よ
り
護
摩
法
を
略
説
し
た
儀
軌

と
さ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

32
『
陀
羅
尼
門
法
部
要
目
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
八
・
八
九
八
・
№
九
〇
三
『
都
部
陀
羅
尼
目
』）　
『
金
剛
頂
経
』、『
大
日
経
』、

『
瞿く
け
い醯

経
』（
別
名
『
玉
呬き

耶
経
』、『
蕤す

呬
耶
経
』、『
大
正
』
一
八
・
七
六
〇
・
№
八
九
七
）、『
蘇
悉
地
羯か

羅ら

経
』（『
大
正
』
一
八
・
六

〇
三
・
№
八
九
三
）、『
底ち

哩り

三
昧
経
』（『
大
正
』
二
一
・
七
・
№
一
二
〇
〇
）、『
蘇
婆
呼
童
子
請し
ょ
う

問も
ん

経ぎ
ょ
う

』（『
大
正
』
一
八
・
七
三

五
・
№
八
九
五
）
な
ど
の
諸
部
の
中
か
ら
必
要
事
項
を
取
り
上
げ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

33
『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
讃
仏
法
身
礼
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
九
三
六
・
№
一
一
九
五
）　

仏
が
王
舎
城
の
鷲
峯
山
に
住
し
て

い
た
時
に
文
殊
菩
薩
が
八
不
中
道
の
徳
を
讃
嘆
し
た
こ
と
を
説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

34
『
仁
王
般
若
念
誦
法
経
』
一
巻
（『
大
正
』
一
九
・
五
一
九
・
№
九
九
五
、
不
空
訳
）　

高
本
、『
大
正
』
本
は
「
不
空
」
を
補
う
。『
大

正
蔵
経
』
に
よ
る
と
不
空
訳
と
確
定
で
き
る
。『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
修
法
を
明
か
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

35
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
瑜
伽
観
智
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
五
九
四
・
№
一
〇
〇
〇
）　
『
大
正
蔵
経
』
に
は
不
空
訳
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
不
空
に
よ
っ
て
『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
に
基
づ
き
『
妙
法
蓮
華
経
』（『
大

正
』
九
・
一
・
№
二
六
二
）
を
儀
軌
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

36
『
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
経
中
略
出
大
楽
金
剛
薩
埵
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
一
三
・
№
一
一
二
〇
）　

金
剛
界
儀
軌

中
の
金
剛
薩
埵
の
儀
軌
で
あ
り
、『
大
楽
金
剛
薩
埵
修
行
儀
軌
』（『
大
正
』
二
〇
・
五
〇
九
・
№
一
一
一
九
）
と
同
本
で
あ
る
。
金
剛

界
五
仏
の
印
真
言
を
始
め
、
一
百
八
名
讃
の
功
徳
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
仏
書
』）。
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37
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
経
般
若
波
羅
密
多
理
趣
釈
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
六
〇
七
・
№
一
〇
〇
三
）　

本
書
は
、『
大

楽
金
剛
不
空
真
実
三
麽
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
』（『
大
正
』
八
・
七
八
四
・
№
二
四
三
）
の
注
釈
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

40
『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
七
二
・
№
一
〇
五
六
）　

青
本
は
「
経
」
の
字

を
欠
く
。
不
空
訳
で
は
な
く
、
不
空
が
『
金
剛
頂
経
』
に
よ
っ
て
本
経
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
修
行
次
第
と
四
種
成
就
法
（
息
災
・
増

益
・
敬き
ょ
う

愛
・
降
伏
）
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

41
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
四
十
二
字
観
門
』
一
巻
（『
大
正
』
一
九
・
七
〇
七
・
№
一
〇
一
九
）　

不
空
に
よ
っ
て
『
華
厳
経
』
巻

第
七
十
六
入
法ほ
っ

界か
い

品ぼ
ん

（『
大
正
』
九
・
三
九
五
・
№
〇
二
七
八
）
の
『
四
十
二
字
観
門
』
を
別
出
し
て
新
た
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（『
仏
書
』）。

42
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
頓
証
毗
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
七
〇
九
・
№
一
〇
二
〇
）　

字

輪
観
の
瑜
伽
行
法
を
内
容
と
し
て
い
る
。
不
空
訳
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
年
代
は
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。『
大
方
広
仏
華
厳
経
入

法
界
品
』
の
う
ち
、
四
十
二
字
の
字
門
を
字
輪
と
し
て
観
想
す
る
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

43
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
法
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
二
〇
三
・
№
一
〇
八
五
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
』）

四
度
加
行
の
如
意
輪
念
誦
法
次
第
の
原
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

44
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
経
』
一
巻　

不
空 

（『
大
正
』
一
九
・
三
〇
四
・
№
九
七
二
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
法
』）　

「
儀
」
を
青
本
は
「
威
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
尊
勝
仏
頂
の
供
養
儀
軌
作
法
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

47
『
聖し
ょ
う

閻
曼
徳と
っ

迦き
ゃ

威
怒
王
立り
ゅ
う

成じ
ょ
う

大
神じ
ん

験げ
ん

念
誦
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
七
三
・
№
一
二
一
四
）　

雑
密
に
所
属
し
、
釈
迦
牟

尼
仏
が
浄
居ご

天
宮ぐ
う

に
て
閻
曼
徳
迦
（
大
威
徳
明
王
）
を
本
尊
と
す
る
大
威
徳
法
の
念
誦
儀
軌
を
説
く
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。

48
『
金
剛
王
菩
薩
秘
密
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
七
〇
・
№
一
一
三
二
）　

金
剛
界
儀
軌
中
の
金
剛
薩
埵
法
で
、
金
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剛
王
菩
薩
（
金
剛
薩
埵
）
の
秘
密
念
誦
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

49
『
無
量
寿
如
来
修
観
行
供
養
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
六
七
・
№
九
三
〇
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』）　

無
量
寿

如
来
（
阿
弥
陀
如
来
）
の
供
養
法
を
説
い
た
儀
軌
で
あ
り
、
十
八
道
念
誦
次
第
の
典
拠
と
さ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

52
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
三
二
〇
・
№
九
五
七
）　

大
日
金
輪
の
儀

軌
に
属
し
、
即
身
成
仏
の
深
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

54
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
五
一
三
・
№
九
九
四
）　
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅

蜜
多
経
』
の
奉
持
品
の
語
句
の
注
釈
と
護
国
の
た
め
に
修
さ
れ
る
仁
王
経
法
の
曼
荼
羅
を
建
立
す
る
た
め
の
儀
軌
や
修
法
の
次
第
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

55
『
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
六
・
№
一
〇
三
二
『
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
』）　

蓮
華
部
（
胎
蔵
界
曼
荼

羅
の
観
音
院
・
地
蔵
院
）
の
念
誦
の
次
第
を
述
べ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

57
『
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
三
一
三
・
№
九
五
五
『
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
観
行
儀
軌
』）　

安
怛
陀
の
秘
法

を
成
就
す
る
修
行
作
法
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

58
『
一
字
頂
輪
王
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
三
〇
七
・
№
九
五
四
）　
『
一
字
頂
輪
王
経
』
の
本
旨
を
修
行
す
る
順
次

法
則
を
示
し
た
儀
軌
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

59
『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
六
〇
三
・
№
一
一
四
六
）　

虚
空
蔵
菩
薩
の
念
誦
法
で
あ
り
、
こ
の
教
法

を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
業
障
を
除
く
な
ど
の
功
徳
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

60
『
受
菩
提
心
戒
儀
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
八
・
九
四
〇
・
№
九
一
五
）　

真
言
密
教
の
受
法
の
弟
子
が
菩
提
心
戒
を
授
か
る
際
の

戒
儀
の
文
で
あ
る
（『
仏
書
』）。
本
目
録
に
『
最
上
乗
教
授
戒
懺
悔
文
』
の
名
で
同
名
の
書
目
が
見
ら
れ
、
重
複
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
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の
で
あ
ろ
う
（「
新
求
目
録
」
170
）。

61
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
序
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
八
・
二
八
七
・
№
八
七
〇
）　

真
言
陀
羅
尼
宗
は
一
切
如
来

の
秘
奥
の
教
、
自
覚
聖
智
、
頓
証
の
法
門
で
あ
り
、
四
種
身
を
証
し
、
五
智
・
三
十
七
智
を
円
満
す
る
教
え
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
説
か

れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

62
『
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
経
大
安
楽
不
空
三
昧
真
実
金
剛
菩
薩
等
一
十
七
聖
大
曼
荼
羅
義
述
』
一
巻　

阿
目
怯
金
剛
述
（『
大
正
』
一

九
・
六
一
七
・
№
一
〇
〇
四
『
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
経
大
楽
不
空
三
昧
真
実
金
剛
薩
埵
菩
薩
等
一
十
七
聖
大
曼
荼
羅
義
述
』）　

高
本
、

『
大
正
蔵
経
』
本
以
外
は
「
経
」
の
字
を
欠
く
。
十
七
菩
薩
の
功
徳
が
説
か
れ
、
理
趣
経
曼
荼
羅
の
重
要
な
根
拠
と
さ
れ
る
（『
仏

書
』・『
大
蔵
』）。

63
『
金
剛
頂
経
金
剛
界
大
道
場
毗
盧
舎
那
如
来
自
受
用
身
内
証
智
眷
属
法
身
異
名
仏
最
上
乗
秘
密
三
摩
地
礼
懺
文
』
一
巻　

不
空
（『
大

正
』
一
八
・
三
三
五
・
№
八
七
八
）　
「
界
」
を
青
本
は
「
蜜
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
金
剛
界
三
十
七
尊
に
対
し
て
礼
拝
、
懺
悔

す
る
法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

64
『
文
殊
問
経
字
母
品
第
十
四
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
四
・
五
〇
九
・
№
四
六
九
）　

梁
の
僧
伽
婆
羅
訳
『
文
殊
師
利
問
経
』（
№

四
六
八
）
の
字
母
品
第
十
四
の
別
訳
で
あ
り
、
悉
曇
五
十
字
門
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

66
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
三
五
・
№
一
一
二
五
）　

金
剛
薩
埵
五
秘
密
法

の
本
軌
で
あ
り
、
五
秘
密
曼
荼
羅
を
本
尊
と
し
て
滅
罪
の
目
的
の
た
め
に
修
す
る
法
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

67
『
十
一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
言
儀
軌
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
一
三
九
・
№
一
〇
六
九
）　

十
一
面
観
自
在
菩
薩
の
真
言
の

功
徳
、
修
行
儀
軌
、
成
就
処
、
護
摩
儀
軌
が
説
か
れ
る
（『
仏
書
』）。

68
『
菩
提
場
荘
厳
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
六
六
八
・
№
一
〇
〇
八
）　

菩
提
場
荘
厳
陀
羅
尼
の
功
徳
を
物
語
形
式
で
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宣
揚
す
る
（『
大
蔵
』）。
本
目
録
に
は
『
梵
字
菩
提
荘
厳
陀
羅
尼
』
一
巻
も
存
在
し
て
い
る
（「
新
求
目
録
」
197
）。

69
『
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
七
一
〇
・
№
一
〇
二
二
）　

一
切
如
来
無
量
倶く

胝て
い

心
陀
羅
尼
と
そ
の
功
徳
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

70
『
八
大
菩
薩
曼
荼
羅
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
六
七
五
・
№
一
一
六
七
）　

世
尊
が
八
大
曼
荼
羅
の
供
養
に
よ
る
功
徳
を
説

く
（『
大
蔵
』）。

72
『
大
吉
祥
天
女
十
二
名み
ょ
う

号
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
五
二
・
№
一
二
五
二
）　

大
吉
祥
天
女
の
十
二
名
号
の
功
徳
を
説

く
（『
大
蔵
』）。

74
『
大
乗
縁
生
論
』
一
巻　

不
空　

鬱
楞
迦
造
（『
大
正
』
三
二
・
四
八
六
・
№
一
六
五
三
）　

十
二
有
支
の
解
説
と
十
二
因
縁
に
よ
る
無

自
性
空
、
断
・
常
を
離
れ
た
中
道
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

75
『
大
楽
金
剛
薩
埵
修
行
成
就
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
五
〇
九
・
№
一
一
一
九
）　
『
理
趣
経
初
段
大
楽
不
空
金
剛
薩
埵

初
集
会
品
』
の
修
行
儀
軌
法
を
詳
述
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

76
『
大
薬
叉
女
歓か
ん

喜ぎ

母も

幷
な
ら
び
に

愛
子
成
就
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
八
六
・
№
一
二
六
〇
）　

池
田
本
と
活
字
本
は
「
叉
」
を

「

」
と
す
る
が
、『
大
正
蔵
経
』
の
記
載
か
ら
「
叉
」
と
確
定
で
き
る
。
大
薬
叉
女
歓
喜
の
帰
仏
の
因
縁
、
歓
喜
母
の
陀
羅
尼
と
そ
の

功
徳
、
陀
羅
尼
法
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

77
『
七
俱
智
仏
母
所
説
准
提
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
一
八
〇
・
№
一
〇
七
六
）　
『
仏
説
七
俱
胝
仏
母
准
提
大
明
陀

羅
尼
経
』（
№
一
〇
七
五
）
と
同
本
異
訳
で
あ
る
が
、
本
経
で
は
不
空
の
考
え
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
相
違
が
見
ら
れ
る
（『
大
蔵
』）。

78
『
七
俱
胝
仏
母
准
提
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』
一
巻
（『
七
倶
胝
仏
母
所
説
准
提
陀
羅
尼
経
』
の
内
）　
『
仏
説
七
倶
胝
仏
母
准
提
陀
羅
尼
経
』

所
収
の
儀
軌
で
、
十
八
道
立
て
の
次
第
と
な
っ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。
青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠
く
。
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79
『
観
自
在
大
悲
成
就
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
門
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
一
・
№
一
〇
三
〇
）　

金
剛
頂
部
に
属
し
、
密
教
の
修

習
者
の
た
め
の
必
読
条
項
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

81
『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
仏

功
徳
荘
厳
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
一
・
九
〇
二
・
№
三
一
九
）　

文
殊
師
利
菩
薩
の
仏
土
の
荘
厳

功
徳
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

84
『
仏
説
十
力
経
』
一
巻　

勿
提
々
犀
魚
訳
（『
大
正
』
一
七
・
七
一
五
・
№
七
八
〇
『
十
力
経
』）　
『
全
書
』
本
は
訳
者
名
を
「
勿
提
匕

魚
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
仏
が
諸
比
丘
の
た
め
に
如
来
が
十
種
大
智
力
を
具
し
て
い
る
こ
と
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

85
『
仏
説
迴
向
輪
経
』
一
巻　

尸
羅
達
摩
訳
（『
大
正
』
一
九
・
五
七
七
・
№
九
九
八
）　

仏
陀
が
金
剛
摩
尼
菩
薩
に
対
し
て
菩
薩
律
儀
戒

を
受
け
る
功
徳
と
そ
の
功
徳
を
菩
提
に
廻
向
す
る
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

87
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
一
巻
（『
大
正
』
八
・
八
四
・
№
二
五
一
）　
『
大
般
若
経
』
な
ど
の
諸
般
若
経
の
根
本
思
想
で
あ
る
空
観
や

そ
の
功
徳
を
簡
潔
明
瞭
に
説
く
（『
仏
書
』）。

88
『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
七
〇
二
・
№
一
〇
〇
九
）　

仏
世
尊
に
よ
っ
て
諸
菩
薩
等
に
陀
羅
尼
法
要

が
説
か
れ
、
四
法
を
成
就
し
て
得
ら
れ
る
陀
羅
尼
の
功
徳
も
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

90
『
大
仏
頂
広
聚
陀
羅
尼
経
』
五
巻
（『
大
正
』
一
九
・
一
五
五
・
№
九
四
六
、
失
訳
）　

密
教
の
諸
々
の
条
件
が
雑
多
に
収
録
さ
れ
た
仏

頂
系
の
重
要
な
儀
軌
の
一
つ
と
さ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

91
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
一
巻　

金
剛
菩
提
訳
（『
大
正
』
二
一
・
二
三
・
№
一
二
〇
二
）　

訳
者
名
を
青
本
は
「
金
剛
菩
薩
」
と

す
る
。『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
金
剛
智
訳
で
あ
り
、
金
剛
智
の
梵
名
は
「
跋
日
羅
菩
提
」（vajra-bodhi

）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金

剛
菩
提
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
不
動
法
の
儀
軌
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

92
『
修
習
般
若
波
羅
蜜
菩
薩
観
行
念
誦
儀
軌
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
六
一
〇
・
№
一
一
五
一
）　

写
本
は
「
行
」
を
脱
し
て
い
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る
。
般
若
波
羅
蜜
菩
薩
の
念
誦
法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

93
『
金
剛
手
光
明
灌
頂
経
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
誦
儀
軌
法
品
』
一
巻　

不
空
共
遍
智
同
訳
（『
大
正
』
二
一
・
一
・
№
一
一

九
九
）　

不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
不
動
法
の
儀
軌
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

94
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祗
経
』
一
巻　

南
天
竺
三
蔵
金
剛
智
訳
（『
大
正
』
一
八
・
二
五
三
・
№
八
六
七
）　
『
大
正
蔵
経
』

は
上
下
の
二
巻
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
巻
を
将
来
し
た
か
。
空
海
、
恵
運
も
一
巻
の
み
将
来
し
て
い
る
。
世
尊
金
剛
界
遍
照

如
来
が
自
性
所
成
の
眷
属
と
と
も
に
三
十
七
尊
の
心
真
言
な
ど
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

95
『
金
剛
頂
経
瑜
伽
修
習
毗
盧
舎
那
三
摩
地
法
』
一
巻　

金
剛
智
訳
（『
大
正
』
一
八
・
三
二
七
・
№
八
七
六
）　

十
八
会
あ
る
金
剛
界
毘

盧
遮
那
如
来
の
三
摩
地
を
修
習
す
る
法
が
説
か
れ
る
（『
仏
書
』）。

97
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
八
・
二
〇
七
・
№
八
六
五
）　

大
本
『
金
剛
頂
経
』
の

初
会
の
経
典
の
部
分
訳
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。
本
目
録
に
は
、
同
名
の
書
目
が
別
に
一
巻
存
在
し
て
い
る
（「
新
求
目
録
」
187
）。

100
『
金
剛
恐
怖
集
会
方
広
軌
儀
観
自
在
菩
薩
三
世
最
勝
心
明
王
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
九
・
№
一
〇
三
三
）　

高
本
以
外
の

諸
本
は
「
軌
儀
」
を
「
儀
軌
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
観
自
在
菩
薩
が
仏
の
教
旨
を
承
け
て
弥
陀
を
中
心
と
す
る
曼
荼
羅
を
建
立
し
、

除
病
災
厄
、
福
徳
成
就
の
法
を
説
き
、
全
九
品
よ
り
成
る
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。
こ
れ
も
本
目
録
に
は
他
に
同
名
の
書
目
が
存
在
し

て
い
る
（「
新
求
目
録
」
121
）。

102
『
金
剛
頂
瑜
伽
念
珠
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
七
・
七
二
七
・
№
七
八
九
）　

毘
盧
遮
那
仏
が
金
剛
薩
埵
に
念
誦
の
功
徳
を
説
か

せ
、
金
剛
薩
埵
偈
を
も
っ
て
そ
の
功
徳
勝
利
を
説
く
（『
仏
書
』）。

103
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麽
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
』
一
巻　

不
空
（『
国
訳
密
教
』
経
軌
部
第
四
）　

青
本
は
「
蜜
」
を
「
蜜

蜜
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
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104
『
金
剛
頂
経
瑜
伽
文
殊
師
利
菩
薩
法
』
一
品
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
七
〇
五
・
№
一
一
七
一
）　

文
殊
菩
薩
の
五
字
陀
羅
尼

（
ア
ラ
パ
チ
ャ
ナ
）
の
念
誦
法
と
そ
の
字
義
、
供
養
法
や
そ
の
功
徳
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

105
『
普
賢
菩
薩
行
願
讃
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
・
八
八
〇
・
№
二
九
七
）　
『
四
十
華
厳
』（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』、『
大
正
』
一

〇
・
六
六
一
・
№
二
九
三
）
の
第
四
十
巻
で
普
賢
菩
薩
が
説
く
部
分
を
読
誦
の
た
め
別
行
し
た
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

106
『
百
千
頌
大
集
経
地
蔵
菩
薩
請
問
法
身
讃
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
三
・
七
九
〇
・
№
四
一
三
）　

地
蔵
菩
薩
の
大
悲
摂
化
の
功
徳

を
讃
歎
す
る
（『
仏
書
』）。

108
『
阿
唎
多
羅
陀
羅
尼
阿
嚕
力
品
』
第
十
四　

一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
二
三
・
№
一
〇
三
九
）　

悉
羅
跋
城
の
給ぎ
っ

孤こ

独ど
く

園お
ん

（
祇
園

精
舎
）
で
、
観
自
在
菩
薩
が
世
尊
の
許
し
を
得
て
行
っ
た
説
法
す
な
わ
ち
造
塔
の
功
徳
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

109
『
一
字
奇
特
仏
頂
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
二
八
五
・
№
九
五
三
）　

在
家
法
で
あ
り
、
特
に
王
族
の
修
す
る
一
字
奇
特
仏

頂
明
王
の
法
の
威
力
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

111
『
能
浄
一
切
眼
疾
病
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
四
九
〇
・
№
一
三
二
四
）　

仏
が
迦
毘
羅
衛
国
に
お
い
て
阿
難
に
浄

眼
陀
羅
尼
と
そ
の
功
徳
を
説
く
（『
仏
書
』）。

112
『
除
一
切
疾
病
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
四
八
九
・
№
一
三
二
三
）　

仏
が
給
孤
独
園
に
お
い
て
阿
難
に
世
間
の
一

切
の
疾
病
を
治
す
陀
羅
尼
と
そ
の
功
徳
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

113
『
仏
説
救
拔
焰
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
四
六
四
・
№
一
三
一
三
、
不
空
訳
）　

世
尊
が
阿
難
に
焔
口
餓
鬼
を
救
援

す
る
陀
羅
尼
と
そ
の
施
食
法
を
説
く
（『
仏
書
』）。

114
『
仏
説
三
十
五
仏
名
礼
懺
文
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
二
・
四
二
・
№
三
二
六
）　

三
十
五
仏
へ
の
帰
命
を
述
べ
、
今
生
及
び
他
の

生
涯
で
な
し
た
罪
を
懺
悔
す
る
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。
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115
『
訶
利
帝
母
真
言
法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
八
九
・
№
一
二
六
一
『
訶
利
帝
母
真
言
経
』）　

訶
利
帝
薬
叉
女
の
真
言
と

そ
の
形
像
の
詳
説
、
訶
利
帝
母
念
誦
法
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

116
『
観
自
在
菩
薩
説
普
賢
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
一
九
・
№
一
〇
三
七
）　

雑
密
経
、
聖
観
音
法
に
属
し
、
霊
鷲
山

で
世
尊
に
許
し
を
得
た
観
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
が
普
賢
陀
羅
尼
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

117
『
毗
沙
門
天
王
経
』
一
品
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
一
七
・
№
一
二
四
四
）　

毘
沙
門
天
が
仏
前
に
お
い
て
心
真
言
を
説
き
、

真
言
の
念
誦
の
念
誦
の
功
徳
な
ど
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

118
『
雨
宝
陀
羅
尼
経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
六
六
七
・
№
一
一
六
三
）　

雨
宝
陀
羅
尼
の
因
縁
と
そ
の
功
徳
を
説
く
（『
仏

書
』）。

119
『
穣じ
ょ
う

麌ぐ

梨り

童ど
う

女に
ょ

経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
九
二
・
№
一
二
六
四
『
観
自
在
菩
薩
化
身
襄じ
ょ
う

瞿ぐ

哩り

曳
童
女
銷
伏
毒
害
陀
羅
尼

経
』）
雑
密
部
、
常
瞿
利
法
に
属
し
、
世
尊
が
穣
麌
梨
童
女
よ
り
聞
い
た
世
間
の
一
切
の
三
種
の
毒
を
除
く
真
言
が
説
か
れ
る
（『
仏

書
』・『
大
蔵
』）。

120
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
五
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
一
九
三
・
№
九
五
〇
）　

雑
密
に
属
し
、
仏
頂
系
儀
軌
の
中
で
最
も

形
態
の
整
っ
た
も
の
で
あ
り
、
五
仏
頂
に
通
じ
て
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

122
『
大
威
力
烏
枢
瑟
摩
明
王
経
』
二
巻　

北
天
竺
三
蔵
阿
質
達
霰
訳
（『
大
正
』
二
一
・
一
四
二
・
№
一
二
二
七
）
金
剛
手
菩
薩
が
仏

部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
の
う
ち
金
剛
部
に
お
け
る
烏
枢
瑟
摩
法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

123
『
穢え
し

跡ゃ
く

金
剛
説
神
通
大
満
陀
羅
尼
法
術
霊
要
門
』
一
巻　

沙
門
阿
質
達
霰
（『
大
正
』
二
一
・
一
五
八
・
№
一
二
二
八
）　

青
本
は

「
要
」
を
「
異
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
仏
が
大
円
満
陀
羅
尼
神
呪
穢
跡
真
言
、
諸
々
の
呪
詛
法
な
ど
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

125
『
普
遍
智
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
一
巻　

摩
竭
提
国
三
蔵
法
月
訳
（『
大
正
』
八
・
八
四
九
・
№
二
五
二
）　

玄
奘
訳
『
般
若
心
経
』

14



の
異
本
と
し
て
重
視
さ
れ
、
序
文
と
結
末
と
を
有
し
、
大
本
の
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。
青
本
、
高
本
は
訳

者
名
を
「
三
蔵
法
日
」
と
す
る
。『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記（

（
（

』（
以
下
『
巡
礼
記
』
と
省
略
）
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
五
月
二
十
五
日
の
条

に
、「
五
月
十
六
日
起
首
、
於
二
青
龍
寺
天
竺
三
蔵
宝
月
所
一
重
学
二
悉
曇
一、
親
口く
二
受
正
音
一
」
と
あ
り
、
長
安
青
龍
寺
の
イ
ン
ド
僧
三

蔵
法
月
（
―
八
四
二
―
）
よ
り
悉
曇
を
重
ね
て
学
ん
だ
こ
と
が
窺
え
、
高
本
の
「
月
」
と
確
定
で
き
る
。

128
『
慈
氏
菩
薩
所
説
大
乗
縁
生し
ょ
う

稲
幹

経
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
六
・
八
一
九
・
№
七
一
〇
）　

諸
本
は
「
縁
」
を
「
経
」
と
す

る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
慈
氏
菩
薩
が
舎
利
弗
に
縁
生
の
原
理
を
稲
の
生
長
に
譬
え
て
説
く
（『
仏
書
』）。

131
『
仏
説
阿あ

吒た

婆ば

拘く

大
元
率
（
マ
マ
）

将
無
辺
神
力
随
陀
羅
尼
経
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
一
七
八
・
№
一
二
三
七
『
阿
吒
婆
拘
鬼
神
大
将
上
仏

陀
羅
尼
神
呪
経
』）
一
巻　

写
本
は
「
拘
」
を
「

」
と
す
る
が
、『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
「
拘
」
と
確
定
で
き
る
。
阿
吒
婆
拘
鬼
神

大
将
（
太
元
帥
明
王
）
が
苦
悩
す
る
比
丘
に
慈
悲
心
を
起
こ
し
、
太
元
帥
明
王
の
三
種
の
陀
羅
尼
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

132
『
金
剛
頂
経
大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
』
一
巻
（『
大
正
』
三
九
・
八
〇
八
・
№
一
七
九
八
）　
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』
の

注
疏
で
あ
り
、『
金
剛
頂
経
』
の
末
疏
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

133
『
摂
大
毗
廬
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
入
蓮
華
胎
蔵
海
会
悲
生
曼
荼
羅
広
大
念
誦
儀
軌
』
三
巻
（
輸し
ゅ

婆ば

迦か

羅ら

（
善
無
畏
）
訳
『
大
正
』
十

八
・
六
五
・
№
八
五
〇
）　
『
大
正
蔵
経
』
は
「
軌
」
の
下
に
「
供
養
方
便
会
」
を
補
う
。『
大
日
経
』
系
の
供
養
儀
軌
で
、
胎
蔵
法
四

部
儀
軌
の
一
つ
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

135
『
大
宝
広
博
楼
閣
善
住
秘
蜜
陀
羅
尼
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
六
一
九
・
№
一
〇
〇
五
）　

大
摩
尼
広
博
楼
閣
善
住
秘
密
陀

羅
尼
の
威
徳
と
功
徳
な
ど
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

136
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
二
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
四
八
四
・
№
九
八
九
）　

雑
密
に
属
し
、
仏
が
難
陀
塢う

波ば

難
陀
竜
王
宮
に
て
大
比

丘
・
菩
薩
・
諸
竜
王
に
請
雨
法
と
そ
の
功
徳
を
説
く
（『
大
蔵
』）。
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137
『
大
雲
経
祈
雨
壇
法
』
一
巻
（『
大
正
』
一
九
・
四
九
二
・
№
九
九
〇
）　

こ
れ
も
請
雨
法
が
説
か
れ
、『
大
雲
経
』
の
読
誦
に
よ
っ
て

甘
露
の
降
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

138
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
三
巻　

不
空
（『
大
正
』
一
九
・
四
一
五
・
№
九
八
二
）　

釈
尊
が
舎
衛
城
の
ジ
ェ
ー
タ
林
に
て
阿
難
に
大
孔

雀
明
王
陀
羅
尼
を
授
け
た
話
を
中
心
に
、
孔
雀
明
王
陀
羅
尼
の
功
徳
を
敷
衍
す
る
内
容
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

139
『
仏
説
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
』
六
巻
（『
大
正
』
一
八
・
二
二
三
・
№
八
六
六
）　
『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
唐
開
元
十
一
年

（
七
二
三
年
）、
金
剛
智
の
訳
で
あ
る
。
十
万
頌
の
『
金
剛
頂
経
』
か
ら
抄
出
さ
れ
、
日
本
の
真
言
宗
で
は
潅
頂
の
本
拠
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

141
『
施
諸
餓
鬼
飲お
ん

食じ
き

及ぎ
ゅ
う

水
法
幷
手
印
』
不
空
三
蔵
口
決
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
四
六
六
・
№
一
三
一
五
）　

施
餓
鬼
法
の
本
軌
で
あ
り
、

普
施
一
切
餓
鬼
印
真
言
、
五
如
来
の
真
言
、
三
昧
耶
戒
陀
羅
尼
、
発
遣
解
脱
真
言
と
そ
の
功
徳
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』、

『
大
蔵
』）。

143
『
転
法
輪
菩
薩
摧ざ
い

魔ま

怨お
ん

敵で
き

法
』
一
巻
（『
大
正
』
二
〇
・
六
〇
九
・
№
一
一
五
〇
）　

摧
魔
怨
菩
薩
が
敵
国
の
侵
入
や
内
乱
か
ら
国
王
と

国
民
を
守
護
す
る
摧
魔
怨
敵
の
法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

144
『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
秘
密
八
字
陀
羅
尼
修
行
曼
荼
羅
次
第
儀
軌
法
』
一
巻　

浄
智
金
剛
訳
（『
大
正
』
二
〇
・
七
八
四
・
№
一
一
八
四
、

菩
提
仙
那
訳
）　

最
初
に
文
殊
菩
薩
の
八
字
陀
羅
尼
と
そ
の
功
徳
を
説
き
、
次
に
八
字
曼
荼
羅
の
造
壇
法
と
念
誦
儀
軌
が
説
か
れ
る

（『
大
蔵
』）。

148
『
千
転
陀
羅
尼
観
世
音
菩
薩
咒
』
一
巻　

智
通
法
師
訳
（『
大
正
』
二
〇
・
一
七
・
№
一
〇
三
五
）　

雑
密
の
聖
観
音
法
に
属
す
る
。
最

初
に
千
転
呪
を
説
き
、
次
に
千
転
印
と
観
世
音
心
印
を
示
し
、
成
就
壇
法
と
焼
火
法
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

149
『
聖し
ょ
う

閻え
ん

曼ま
ん

徳と
っ

迦き
ゃ

威い

怒ぬ

王お
う

立り
ゅ
う

成じ
ょ
う

大だ
い

神じ
ん

験げ
ん

念
誦
法
』
一
巻　

興
善
寺
三
蔵
訳
（『
大
正
』
二
一
・
七
三
・
№
一
二
一
四
）　

雑
密
に
属
し
、
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釈
迦
牟
尼
仏
が
浄
居
天
宮
に
て
閻
曼
徳
迦
（
大
威
徳
明
王
）
を
本
尊
と
す
る
大
威
徳
法
の
念
誦
儀
軌
を
説
く
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。

150
『
建
立
曼
荼
羅
及ぎ
ゅ
う

揀け
ん

擇じ
ゃ
く

地じ

法
』
一
巻　

慧
琳
集
（『
大
正
』
一
八
・
九
二
六
・
№
九
一
一
）　
『
蘇
婆
呼
童
子
請し
ょ
う

問も
ん

経ぎ
ょ
う

』、『
蘇
悉
地
羯か

羅ら

経
』、『
玉
呬き

耶
経
』、『
大
日
経
』
な
ど
の
諸
経
典
よ
り
七
日
作
壇
法
の
択
地
法
・
造
壇
法
な
ど
の
記
述
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る

（『
大
蔵
』）。

160
『
大
随
求
八
印
法
』
一
巻
（『
大
正
』
二
〇
・
六
四
九
・
№
一
一
五
六
Ａ
『
大
随
求
即
得
大
陀
羅
尼
明
王
懺
悔
法
』）　

高
本
、『
大
正
蔵

経
』
本
は
「
惟
謹
」
を
補
う
。『
大
正
蔵
経
』
に
は
惟
勤
（
―
八
三
六
）
の
名
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
惟
謹
に
つ
い
て
は
、
三
千
院
本

『
慈
覚
大
師
伝（

（
（

』
に
、「
向
二
於
街
西
浄
影
寺
一、
奉
レ
見
二
惟
謹
阿
闍
梨
一。
各
不
レ
惜
二
玄
秘
一
而
為
二
指
授
一
」
と
あ
り
、
惟
謹
は
円
仁
が
秘

法
を
受
け
た
長
安
・
浄
影
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、『
巡
礼
記
』
に
そ
の
名
は
見
ら
れ
ず
、
考
察
を
要
す
る
。
随
求
八
印

法
を
結
び
懺
悔
す
る
こ
と
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
罪
障
が
消
除
す
る
と
説
き
、
さ
ら
に
こ
の
印
を
受
持
す
る
功
徳
が
説
か
れ
る
（『
大
蔵
』）。

161
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
』
一
巻
（『
大
正
』
一
八
・
九
七
・
№
八
七
二
）　

青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠
く
。
金
剛
界

根
本
成
身
会
の
三
十
七
尊
出
生
の
儀
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
最
後
に
密
教
の
付
法
相
承
が
説
か
れ
る
。
不
空
訳
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に

は
別
の
人
物
に
よ
る
唐
代
の
訳
出
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。「
新
求
目
録
」
361
に
も
惟
謹
述
の
将
来
物
『
阿
字
観
門
』
が
あ
る
。

163
『
拔
済
苦
難
陀
羅
尼
経
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
九
一
二
・
№
一
三
九
五
、
玄
奘
訳
）　

池
田
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
以
外
は
「
済
」

を
「
添
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
仏
が
給
孤
独
園
に
て
不
動
如
来
と
滅
悪
趣
王
如
来
所
説
の
陀
羅
尼
と
そ
の
功
徳
を
説
く
（『
仏

書
』）。

164
『
観
自
在
菩
薩
心
真
言
一
印
念
誦
法
』
不
空
（『
大
正
』
二
〇
・
二
二
一
・
№
一
〇
四
一
）　

青
本
、『
全
書
』
本
は
「
法
」
の
字
を
欠

く
。
金
剛
界
の
儀
軌
に
属
し
、
事
供
養
を
用
い
ず
、
蓮
華
部
心
の
印
真
言
を
も
っ
て
修
す
る
聖
観
音
供
養
法
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

166
『
大だ
い

聖し
ょ
う

天て
ん

歡か
ん

喜ぎ

双そ
う

身し
ん

毗び

那な

耶や

夜や

迦き
ゃ

法
』
一
巻　

不
空
（『
大
正
』
二
一
・
二
九
六
・
№
一
二
六
六
）　

雑
密
軌
で
聖
天
法
の
本
軌
で
あ
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り
、
聖
天
の
供
養
法
と
浴
油
法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

167
『
大
自
在
天
法
則
儀
軌
』
一
巻
（『
秘
密
儀
軌
集
』
二
巻
）　

毘
那
夜
迦
天
が
鶏
羅
山
に
お
い
て
諸
天
衆
、
大
梵
天
な
ど
に
対
し
て
稽
首

作
礼
し
て
呪
法
を
説
き
、
そ
の
法
則
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

171
『
大
毗
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
曼
荼
羅
広
大
成
就
儀
軌
』
二
巻　

法
全
（『
大
正
』
一
八
・
一
二
七
・
№
八
五
二

『
大
毗
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
曼
荼
羅
広
大
成
就
儀
軌
供
養
方
便
会え

』
三
巻
）　

青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠

く
。『
大
日
経
』
に
基
づ
く
系
統
で
胎
蔵
法
四
部
儀
軌
の
一
つ
と
さ
れ
る
供
養
法
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。
法
全
（
―
八
四
三
―
）
は
『
巡

礼
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
九
月
六
日
の
条
に
、「
玄
法
寺
法
全
和
尚
深
解
二
三
部
大
法
一
」
と
あ
り
、
玄
法
寺
（
長
安
左
街
安
邑

坊
）
の
僧
侶
で
あ
り
、
海
雲
（
―
八
三
四
―
）
の
『
金
胎
両
界
師
資
相
承（

（
（

』
に
よ
る
と
、
恵
果
（
七
四
六
―
八
〇
五
）
の
法
孫
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
会
昌
三
年
（
八
四
三
）
二
月
二
十
九
日
に
は
、「
於
二
玄
法
寺
法
全
阿
闍
梨
所
一、
始
受
二
胎
蔵
大
法
一
」
と
あ
り
、
円

仁
は
法
全
よ
り
胎
蔵
界
大
法
を
受
法
し
て
い
る
。

173
『
略
叙
伝
大
毗
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
大
教
相
承
伝
法
次
第
記
』
二
巻　

沙
門
海
雲
集
記
『
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記
』（『
大

正
』
五
一
・
七
八
三
・
№
二
〇
八
一
）
高
本
、『
全
書
』
本
は
「
一
巻
」
と
記
す
。
海
雲
に
よ
る
唐
大
和
八
年
（
八
三
四
）
の
著
作
で

あ
り
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
の
金
剛
胎
蔵
両
部
の
師
資
相
承
、
特
に
不
空
の
系
統
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
仏
書
』・『
大

蔵
』）。

175
『
観
自
在
菩
薩
心
真
言
念
誦
法
』
一
巻　

青
本
は
「
亦
名
一
印
法
」
を
加
え
る
。
先
述
の
『
観
自
在
菩
薩
心
真
言
一
印
念
誦
』（
164
）

と
同
様
の
仏
典
で
あ
り
、
重
複
し
て
将
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。

176
『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』
三
巻　

三
蔵
般
若
訳
（『
大
正
』
一
八
・
二
七
〇
・
№
八
六
八
）　

大
毘
盧
遮
那
如
来
が
十
六
大
菩
薩
な
ど
に

囲
ま
れ
、
須
弥
山
頂
の
大
宝
楼
閣
に
て
金
剛
界
三
十
七
尊
の
印
言
、
供
養
法
、
護
摩
を
説
く
（『
大
蔵
』）。
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177
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
二
巻
第
六
第
七
（
菩
提
流
支
訳
『
大
正
』
二
〇
・
二
二
七
・
№
一
〇
九
二
）　
『
大
正
蔵
経
』
は
三
十
巻
七

十
八
章
と
な
っ
て
お
り
、
円
仁
は
そ
の
う
ち
の
二
巻
を
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
空
羂
索
観
音
の
真
言
陀
羅
尼
、
念
誦
法
、
曼

荼
羅
、
功
徳
な
ど
を
説
き
、
密
教
経
典
と
し
て
は
浩
瀚
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
第
六
十
八
章
で
は
、
光
明
真
言
が
説
か
れ
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。

179
『
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
誐
念
誦
法
』
二
巻
（『
大
正
』
二
〇
・
五
九
〇
・
№
一
一
四
一
、
善
無
畏
訳
）　

青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を

欠
く
。
弥
勒
菩
薩
の
念
誦
法
を
説
く
儀
軌
で
、
弥
勒
法
の
本
軌
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

180
『
毗
那
耶
律
蔵
経
』
一
巻
（『
大
正
』
一
八
・
七
七
三
・
№
八
九
八
『
仏
説
毘
那
夜
経
』、
唐
代
失
訳
）　

仏
と
執し
ゅ
う

金
剛
（
金
剛
手
菩

薩
）、
観
自
在
菩
薩
、
梵
天
、
堅
牢
地
神
と
の
対
話
形
式
で
、
一
般
秘
密
修
法
の
要
件
と
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

181
『
大
菩
提
心
随
求
陀
羅
尼
一
切
仏
心
真
言
法
』
一
巻　

阿
地
瞿
多
訳
（『
秘
密
儀
軌
集
』
七
）　

如
来
が
そ
の
内
証
本
誓
を
幖
幟
す
る
手

印
の
法
を
示
し
て
大
衆
に
真
言
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

182
『
仏
説
無
量
寿
仏
化
身
大
忿
迅
俱
摩
羅
金
剛
念
誦
瑜
伽
儀
軌
法
』
一
巻　

金
剛
智
訳
（『
大
正
』
二
一
・
一
三
〇
・
№
一
二
二
三
）　

無

量
寿
仏
の
化
身
で
あ
る
金
剛
童
子
の
秘
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
不
空
訳
『
聖
迦
柅に

忿
怒
金
剛
童
子
菩
薩
成
就
儀
軌
経
』
三
巻
（『
大

正
』
二
一
・
一
〇
二
―
一
一
八
、
№
一
二
二
二
）
を
、
修
行
形
式
の
次
第
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

183
『
大
輪
金
剛
修
行
悉
地
成
就
及
供
養
法
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
一
六
六
・
№
一
二
三
一
、
失
訳
）　

一
説
に
金
剛
智
訳
と
も
さ
れ
る
。

『
金
剛
頂
経
』
に
よ
っ
て
大
輪
金
剛
法
を
説
く
が
、
こ
の
修
法
は
大
輪
金
剛
の
真
言
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
全
て
の
悉
地
を
獲
得
す
る

も
の
で
あ
り
、
十
八
道
立
て
に
な
っ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

188
『
金
剛
童
子
持
念
経
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
一
三
三
・
№
一
二
二
四
、
失
訳
）　

金
剛
童
子
法
す
な
わ
ち
金
剛
童
子
に
供
養
す
る
修

法
を
説
く
（『
大
蔵
』）。
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192
『
胎
蔵
教
法ぼ
う

金
剛
名
号
』
一
巻　

義
操
（『
大
正
』
一
八
・
二
〇
三
・
№
八
六
四
）　
『
大
正
蔵
経
』
に
は
二
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠
く
。『
大
日
経
』
の
胎
蔵
界
と
『
金
剛
頂
経
』
の
金
剛
界
の
両
部
諸
尊
の
名
号
を
羅
列
し
た
も
の

で
、
全
体
で
二
二
九
尊
の
尊
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

213
『
梵
語
千
字
文
』
一
本　

義
浄
（『
大
正
』
五
四
・
一
一
九
〇
・
№
二
一
三
三
）　

青
本
は
「
字
」
を
欠
く
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
青
本
以

外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠
く
。
漢
字
千
語
と
対
応
す
る
梵
語
と
を
対
比
し
た
も
の
で
、
梵
字
初
学
者
の
た
め
の
書
物
で
あ
る
（『
仏

書
』、『
大
蔵
』）。

283
『
梵
字
持じ

世せ

陀
羅
尼
』
一
本
（『
大
正
』
二
〇
・
六
六
二
・
№
一
一
六
二
、
玄
奘
訳
『
持
世
陀
羅
尼
経
』）　

世
尊
が
憍き
ょ
う

餉し
ょ
う

弥び

国
の
建
磔た
く

迦
林
に
て
、
貧
困
や
疾
病
か
ら
離
れ
る
手
段
を
問
う
た
長
者
の
妙
月
に
持
世
陀
羅
尼
を
教
示
す
る
内
容
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

336
『
大
慈
大
悲
救
苦
観
世
音
自
在
王
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
自
在
青
頸
大
悲
心
真
言
一
巻
』（『
大
正
』
二
〇
・
四
九
八
・
№
一
一
一
三
Ｂ
）

雑
密
に
属
す
る
青
頸
法
の
仏
典
で
、
冒
頭
に
梵
字
・
音
訳
の
順
で
陀
羅
尼
を
挙
げ
て
解
説
し
、
青
頸
大
悲
心
印
を
挙
げ
て
い
る
（『
仏

書
』、『
大
蔵
』）。

337
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
二
巻
上
下
（『
大
正
』
二
〇
・
六
一
六
・
№
一
一
五
三
『
普
遍
光
明
清
浄
熾
盛
如
意
宝
印
心
無
能
勝
大
明
王
大

随
求
陀
羅
尼
経
』）　

青
本
以
外
の
諸
本
は
こ
の
書
目
を
欠
く
。
世
尊
が
大
随
求
陀
羅
尼
な
ど
の
陀
羅
尼
と
そ
の
聴
問
聞
、
受
持
読
誦
、

書
写
携
帯
の
功
徳
を
説
く
（『
大
蔵
』）。
同
名
の
書
目
と
し
て
、『
普
遍
光
明
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
二
巻
（「
新
求
目
録
」
342
）
が
見
ら

れ
る
。

343
『
阿
密
哩
多
軍
荼
利
法
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
四
九
・
№
一
二
一
二
『
西
方
陀
羅
尼
蔵
中
金
剛
族
阿
蜜
哩
多
軍
吒
利
法
』）　

甘
露

軍
荼
利
明
王
を
本
尊
と
す
る
諸
の
成
就
法
が
主
と
し
て
説
か
れ
、
一
巻
二
十
二
章
よ
り
成
る
（『
大
蔵
』）。

346
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
別
法
』
一
巻　

亀
茲
国
僧
着
那
訳
（『
大
正
』
一
九
・
三
九
六
・
№
九
七
四
Ｆ
）　
『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
、
訳
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者
名
は
「
若
那
」
と
さ
れ
る
。
若
那
が
崇
福
寺
僧
普
能
の
た
め
に
口
述
し
た
も
の
で
、
画
像
法
、
造
壇
法
、
三
十
八
種
類
の
成
就
法
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

350
『
摩
醯
首
羅
天
王
法
』
一
巻
（『
大
正
』
二
一
・
三
三
九
・
№
一
二
七
九
『
摩
醯
首
羅
天
王
法
要
』）　

摩
醯
首
羅
天
（
大
自
在
天
）
の

髷
よ
り
伎
芸
天
女
が
現
れ
、
真
言
、
画
像
法
や
印
契
、
功
徳
な
ど
を
説
く
（『
大
蔵
』）。

361
『
阿
字
観
門
』
一
巻　

沙
門
惟
謹
述
（『
大
正
』
一
八
・
一
九
三
・
№
八
六
三
『
大
毘
盧
遮
那
経
阿
闍
梨
真
実
智
品
中
阿
闍
梨
住
阿
字

観
門
』）　
『
大
日
経
』
阿
闍
梨
真
実
智
品ぼ
ん

第
十
六
に
説
か
れ
る
阿
字
観
門
の
実
践
と
功
徳
に
つ
い
て
、『
大
日
経
疏
』（『
大
毘
盧
遮
那
成

仏
経
疏
』、『
大
正
』
三
九
・
五
七
九
・
№
一
七
九
六
）
に
基
づ
き
詳
述
し
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

371
『
大
毗
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
七
巻
無
畏
又
有
二
巻
（『
大
正
』
一
八
・
一
・
№
八
四
八
）　

本
書
は
全
体
で
七
巻
三
十
六
章
よ
り

な
る
。
教
主
大
日
如
来
が
広
大
金
剛
法
界
宮
を
説
法
の
座
と
し
て
、
真
言
密
教
の
諸
の
実
践
行
な
ど
に
つ
い
て
説
く
。
善
無
畏
口

説
、
一
行
筆
記
に
よ
る
も
の
で
、
天
台
宗
・
真
言
宗
に
お
い
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
（『
大
蔵
』）。

376
『
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地ち

戒
品
』
一
巻　

極
略
本
（『
大
正
』
二
四
・
九
九
七
・
№
一
四
八
四
）　
『
大
正
蔵
経
』
に
は
鳩
摩
羅

什
訳
が
二
巻
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
乗
菩
薩
戒
の
根
本
経
典
で
あ
る
。
教
主
盧
舎
那
報
身
が
、
上
巻
に
お
い
て
菩
薩
の
階
位
、
下
巻
で

十
重
四
十
八
軽
戒
相
を
細
か
に
説
明
し
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

377
『
曹
渓
山
第
六
祖
恵
能
大
師
説
見
性
頓
教
直
了
成
仏
決
定
無
疑
法
宝
記
檀
経
』
一
巻　

門
人
法
海
訳
（『
大
正
』
四
八
・
三
三
七
・

№
二
〇
〇
八
、
法
海
集
『
南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
六
祖
慧
能
大
師
於
韶
州
大
梵
寺
施
法
宝
壇
経
』）　
「
門
人
法
海
」

を
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
沙
門
入
法
」
と
す
る
。『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
法
海
が
正
し
い
。
六
祖
慧
能
（
六
三
八
―
七
一
三
）

が
韶
州
（
現
・
広
東
省
韶
関
市
）
大
梵
寺
に
お
い
て
行
っ
た
説
法
を
門
人
の
法
海
が
編
集
し
た
も
の
で
、『
大
正
蔵
経
』
に
は
現
存
最

古
の
『
六
祖
壇
経
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。
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379
『
維
摩
経
疏
』
一
巻　

豫
洲
剌
史
揚
敬
之
撰　

本
書
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
経
』（『
大
正
』
一
四
・
五
五
二
・
№
四
七
五
）
の
注
釈
で

あ
り
、
本
書
は
多
数
存
在
す
る
注
疏
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
撰
者
で
あ
る
豫
洲
（
河
南
省
汝
南
県
）
刺
史
揚
敬
之
（
―
八
三
五
―
）

は
、『
巡
礼
記
』
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
五
月
十
五
日
の
条
に
、「
大
理
卿
中
散
大
夫
賜
紫
金
魚
袋
楊
敬
之
、
曾
任
二
御
史
中
丞
一。
令
二

専
使
来
問
一
何
日
出
城
、
取
二
何
路
一
去
、
兼
賜
二
団
茶
一
」
と
あ
り
、
長
安
滞
在
中
円
仁
と
の
親
交
が
あ
っ
た
。『
新
唐
書
』
巻
一
六
〇

に
官
僚
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
六
、
知
玄
伝
に
よ
る
と
、
同
じ
く
長
安
に
て
円
仁
と
親
交
が
あ
っ
た
僧
侶
知
玄

（
八
〇
九
？
―
八
八
二
）
か
ら
経
典
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
、『
維
摩
経
』
に
も
造
詣
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る（

（
（

。

380
『
翻
梵
語
』
一
巻
（『
大
正
』
五
四
・
九
八
一
・
№
二
一
三
〇
）　

著
者
は
梁
代
の
宝
唱
で
あ
る
。
七
十
三
篇
か
ら
な
り
、
諸
仏
典
か
ら

梵
語
音
写
語
句
を
抜
き
出
し
、
項
目
別
に
分
類
し
て
略
解
し
た
梵
語
字
書
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

382
『
華
厳
経
疏
』
二
十
巻
（
澄
観
撰
、『
大
正
』
三
五
・
五
〇
三
・
№
一
七
三
五
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』）
澄
観
（
七
三
八
―
八
三
九
）

が
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（『
大
正
』
一
〇
・
一
・
№
二
七
九
）
を
随
文
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

392
『
安
楽
集
』
一
巻　

沙
門
道
綽
撰
（『
大
正
』
四
七
・
№
一
九
五
八
） 『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
二
巻
か
ら
な
る
。
道
綽
（
五
六
二
―
六

四
五
）
が
自
ら
の
信
仰
を
告
白
し
、
一
代
仏
教
を
聖
道
門
と
浄
土
門
に
二
分
し
た
も
の
で
、
構
成
は
十
二
大
門
三
十
八
番
の
章
節
か
ら

な
っ
て
い
る
。
末
法
時
代
に
お
い
て
念
仏
の
教
え
を
宣
揚
し
て
お
り
、
こ
の
聖
浄
二
門
判
は
、
法
然
に
引
用
さ
れ
後
世
へ
の
影
響
が
大

き
い
書
物
で
あ
る
（『
大
蔵
』）。

397
『
浄
土
法
事
讃
』
二
巻　

善
導
和
尚
撰
（『
大
正
』
四
七
・
四
二
四
・
№
一
九
七
九
）　

高
本
は
「
土
」
を
「
王
」
と
し
、
青
本
、
高
本

は
「
導
」
を
「
道
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
上
巻
の
巻
名
は
『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
』、
下
巻
は
『
安
楽
行
道
転
経
願
生

浄
土
法
事
讃
』
と
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』（
№
三
六
六
）
を
転
経
し
散
華
供
養
し
て
旋
繞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
願
生
浄
土
を
成
就
す
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
（『
大
蔵
』）。
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398
『
百
法
論
顕
幽
抄
』
十
巻　

沙
門
従
方
述
（『
卍
続
蔵
経
』
一
・
八
七
・
二
『
大
乗
百
法
明
門
論
顕
幽
抄
』）　

本
書
は
断
片
的
に
現
存

し
て
お
り
、『
百
法
論
』
の
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
中
で
最
大
の
も
の
で
あ
る
。『
百
法
論
』
の
注
釈
書
と
い
う
よ
り
、
複
註
と
い
う

べ
き
も
の
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

399
『
大
乗
百
法
明
門
論
疏
』
一
巻　

沙
門
忠
撰　
「
忠
」 

を
活
字
本
は
「
義
忠
」
と
す
る
。
義
忠
は
法
相
宗
第
二
祖
淄
州
大
師
慧
沼
（
六

五
〇
―
六
八
二
）
の
弟
子
で
『
百
法
』
な
ど
諸
経
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。（『
仏
書
』
三
三
二
頁
）
398
の
書
物
と
類
似
の

『
百
法
論
』
の
注
釈
書
で
あ
ろ
う
か
。

404
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
三
巻　

沙
門
基
撰
（『
大
正
』
四
四
・
九
一
・
№
一
八
四
〇
）　

基
（
六
三
二
―
六
八
二
）
が
勝
羯
羅
主
著
『
因

明
入
正
理
論
』（『
大
正
』
三
二
・
一
一
・
№
一
六
三
〇
） 

を
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
・
日
本
に
お
け
る
因
明
研
究
の
祖
典
と
さ

れ
、『
因
明
大
疏
』
と
も
い
わ
れ
る
（『
大
蔵
』）。

406
『
因
明
義
断
』
一
巻　

沙
門
慧
沼
撰
（『
大
正
』
四
四
・
一
四
三
・
№
一
八
四
一
）　

本
書
は
慧
沼
（
六
五
〇
―
七
一
四
）
に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
他
の
因
明
学
説
批
判
の
論
で
あ
る
。
因
明
説
確
立
の
書
と
さ
れ
、
404
の
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
に
次
い
で
尊
重
さ
れ
る
（『
仏

書
』・『
大
蔵
』）。

412
『
因
明
正
理
門
述
記
』
一
巻　

下
巻
沙
門
勝
荘
述　

池
田
本
は
「
門
」
の
下
に
「
論
」
を
加
え
る
。
永
超
集
『
東
域
伝
灯
目
録
』（『
大

正
』
五
五
・
一
一
四
五
・
№
二
一
八
三
）
の
記
載
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
勝
荘
述
で
は
な
く
「
神
泰
」
と
す
る
。

415
『
因
明
義
心
』
一
巻　

本
書
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
唐
代
の
道
献
述
と
さ
れ
、
蔵
俊
の
『
因
明
大
疏
抄
』（『
大
正
』
六
八
・
四
三

七
・
№
二
二
七
一
）
に
援
引
さ
れ
る
（『
仏
書
』）。

421
『
宗
四
分
比
丘
随
門
要
行
儀
』
一
巻
（『
大
正
』
八
五
・
六
五
四
・
№
二
七
九
一
『
宗
四
分
比
丘
随
門
要
略
行
儀
』）　

本
書
は
敦
煌
出

土
本
が
現
存
し
て
い
る
。
六
十
巻
か
ら
な
り
、『
十
誦
律
』（
№
一
四
三
五
）、『
五
分
律
』（
№
一
四
二
一
）、『
摩
訶
僧
祇
律
』（
№
一
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四
二
五
）
と
並
ぶ
四
大
広
律
の
一
つ
で
、
イ
ン
ド
小
乗
二
十
派
中
、
曇
無
徳
部
（
法
蔵
部
）
の
『
四
分
律
』（『
大
正
』
二
二
・
四
六

七
・
№
一
四
二
八
）
に
基
づ
き
、
比
丘
の
行
儀
の
要
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。
比
丘
二
五
〇
戒
、
比
丘
尼
三
四
八
戒
を
数
え
て
い
る

（『
仏
書
』、『
大
蔵
』）。

422
『
大
般
若
波
羅
蜜
経
開
題
』
一
巻　

本
書
は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
経
』
六
百
巻
（『
大
正
』
五
・
一
・
№
二
二
〇
）
の
開
題
で
あ
る
。

427
『
華
厳
経
法
界
観
門
』
一
巻　

京
南
山
沙
門
杜
順
撰
（『
大
正
』
四
五
・
六
八
三
・
№
一
八
八
四
『
註
華
厳
法
界
観
門
』）　

華
厳
法
界

の
観
法
が
述
べ
ら
れ
、
一
に
真
空
観
、
二
に
理
事
無
礙
観
、
三
に
周
徧
含
容
観
の
三
重
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。

432
『
南
陽
和
尚
問
答
雜
徴
義
』
一
巻　

隆
澄
集　

書
名
の
「
徴
」
を
青
本
は
「
微
」
と
し
、
人
名
を
高
本
は
「
劉
證
」、
活
字
本
は
「

澄
」
と
す
る
。
敦
煌
出
土
本
（
ス
タ
イ
ン
六
五
五
七
） 

の
巻
首
に
「
唐
山
主
簿
隆
澄
」
の
序
が
あ
り
、
標
題
は
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴

儀
』
と
あ
る
。
荷
沢
神
会
撰
、『
神
会
語
録
』
の
古
型
と
さ
れ
る
（『
禅
学
大
辞
典
』）。

442
『
徴
心
行
路
難
』
一
巻　
「
徴
」
を
青
本
は
「
微
」
と
す
る
が
、
本
書
は
敦
煌
出
土
本
（
ス
タ
イ
ン
六
〇
四
二
）
が
存
在
し
て
お
り
、

「
徴
」
と
確
定
で
き
る
。
定
格
聯
章
の
歌
曲
の
一
種
で
あ
る
（『
禅
学
大
辞
典
』）。

451
『
百
司
挙
要
』
一
巻　

こ
の
書
目
か
ら
477
「
白
家
詩
集
六
巻
」
ま
で
外
典
が
並
ぶ
。
以
下
、
神
田
喜
一
郎
氏
の
外
典
に
関
す
る
考
証（

（
（

に

よ
る
と
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
、
史
部
職
官
類
に
「
李
吉
甫
元
和
百
司
挙
要
」
と
あ
り
、
唐
憲
宗
朝
の
宰
相
李
吉
甫
（
七
五
八
―
八
一

四
）
に
よ
っ
て
唐
代
の
官
制
を
簡
略
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
唐
会
要
』
巻
三
十
六
で
は
三
十
巻
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
一
巻
を
将
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
本
に
は
「
進
官
了
」
と
あ
り
、
帰
国
後
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

452
『
両
京
新
記
』
三
巻　
『
新
唐
書
』
藝
文
志
、
史
部
地
理
類
に
「
韋
述
両
京
新
記
五
巻
」
と
あ
り
、
撰
者
は
唐
の
韋
述
（
？
―
七
五
七
）

で
あ
り
、
五
巻
の
う
ち
三
巻
を
将
来
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
開
元
十
年
（
七
二
二
）
に
成
立
し
、
東
西
両
京
す
な
わ
ち
長
安
城
と
洛
陽

城
の
地
誌
で
あ
る
。
中
国
で
は
明
清
時
代
に
散
逸
し
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
前
田
尊
経
閣
に
残
巻
と
し
て
金
沢
文
庫
本
が
伝
来
し
て
い
る
。
円
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仁
が
在
唐
生
活
に
お
い
て
必
要
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
青
本
に
は
「
進
官
了
」
と
あ
る
。

454
『
皇
帝
拝
南
郊
儀
注
』
一
巻　

神
田
氏
の
指
摘
に
あ
る
が
、
そ
の
題
名
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
長
安
に
て
皇
帝
が
南
郊
を
拝
す
る
際
の
儀

式
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

455
『
丹
鳳
楼
賦
』
一
巻　

神
田
氏
は
、
丹
鳳
楼
す
な
わ
ち
長
安
東
内
大
明
宮
の
正
門
の
門
楼
を
詠
じ
た
詩
と
し
て
い
る
。

456
『
曹
渓
禅
師
証
道
歌
』
一
巻　

貞
覚
述　

高
本
、
池
田
本
、
活
字
本
は
「
貞
」
を
「
真
」
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

曹
渓
六
祖
大
師
慧
能
（
六
三
八
―
七
一
三
）
に
関
す
る
詩
篇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

461
『
利
涉
法
師
与
韋
珽
論
』
一
巻　

牧
田
諦
亮
氏
の
考
証（

（
（

に
よ
る
と
、
長
安
大
安
国
寺
の
利
涉
（
―
六
四
五
―
）
と
進
士
韋
玎
、
道
士
葉

静
能
を
め
ぐ
る
三
教
論
争
に
お
い
て
、
利
涉
が
韋
玎
を
論
破
し
た
際
の
も
の
と
さ
れ
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
、
唐
京
兆
大
安
国
寺

利
渉
伝
に
よ
る
と
、
利
涉
は
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
階
級
出
身
で
、
護
法
の
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
る（

（（
（

。

466
『
京
兆
府
百
姓
索
隠
微
上
表
論
釈
教
利
害
』
一
巻　
「
索
」
の
上
に
池
田
本
、
活
字
本
は
「
素
」
を
加
え
る
。「
隠
」
を
『
大
正
蔵
経
』

本
は
欠
く
。
ま
た
、「
微
」
を
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
徴
」
と
す
る
。
こ
の
書
目
は
他
に
見
え
ず
考
察
を
要
す
る
。
牧
田
氏
の
考

証
に
よ
る
と
、
中
国
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
害
を
説
い
た
書
物
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

477
『
白
家
詩
集
』
六
巻　

神
田
氏
の
考
証
に
あ
る
通
り
、
白
家
す
な
わ
ち
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
の
詩
集
で
あ
り
、
当
時
長
安
に

お
い
て
も
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

501
「
青
龍
寺
真
和
尚
真
影
」
一
鋪　

一
幅
彩
色　

高
本
、
池
田
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
真
」
の
上
に
「
義
」
を
補
い
「
義
真
」
と
す

る
。
義
真
（
七
八
一
―
八
三
三
）
は
、『
巡
礼
記
』
に
よ
る
と
、
長
安
青
龍
寺
の
東
塔
院
に
住
し
て
い
た
僧
侶
で
あ
る
。
開
成
四
年

（
八
三
九
）
二
月
二
十
五
日
の
条
に
、「
相
二
見
真
言
請
益
円
行
法
師
一、
語
云
、（
中
略
）
於
二
義
真
座
主
所
一、
十
五
日
受
二
胎
蔵
法
一
」

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
り
、
真
言
僧
円
行
（
七
九
九
―
八
五
二
）
も
義
真
よ
り
胎
蔵
界
を
受
法
し
て
い
る
。
円
行
の
『
霊
厳
寺
和
尚
請
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来
法
門
道
具
目
録
』
に
「
其
大
徳
則
恵
果
阿
闍
梨
弟
子
同
門
義
操
和
尚
付
法
之
弟
子
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
恵
果
和
尚
（
七
四
六
―

八
〇
五
）
の
法
孫
で
あ
り
、
義
操
（
―
八
二
一
）
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
円
仁
は
長
安
滞
在
中
の
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
四

月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
胎
蔵
・
金
剛
両
部
曼
荼
羅
の
描
画
に
際
し
て
義
真
の
助
力
を
得
て
お
り
、
五
月
三
日
の
条
に
は

青
龍
寺
の
勅
置
本
命
潅
頂
道
場
に
て
「
受
二
潅
頂
一
抛
レ
花
、
始
受
二
胎
蔵
毗
盧
遮
那
経
大
法
、
兼
蘇
悉
地
大
法
一
」
と
あ
り
、
義
真
よ
り

胎
蔵
界
な
ら
び
に
蘇
悉
地
界
大
法
を
受
け
て
い
る
。

502
「
壇
龕
涅
槃
浄
土
」
一
合　

504
ま
で
の
三
点
の
壇
龕
に
つ
い
て
、
牧
田
氏
の
考
証
に
よ
る
と
枕
本
尊
の
類
で
あ
り
、
涅
槃
浄
土
の
様
子

が
刻
ま
れ
た
檀
木
と
見
ら
れ
る（

（（
（

。

503
「
壇
龕
西
方
浄
土
」
一
合　

こ
れ
も
西
方
浄
土
の
様
子
が
刻
ま
れ
た
檀
木
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

504
「
壇
龕
僧
伽
誌
公
萬
迴
三
聖
像
」
一
合　

三
聖
像
す
な
わ
ち
泗
州
大
師
僧
伽
和
尚
（
六
二
九
―
七
一
〇
）
と
宝
誌
和
尚
（
四
二
五
―

五
一
四
）、
萬
廻
和
尚
（
六
三
二
―
七
一
一
）
の
姿
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
観
世
音
菩
薩
の
応
化
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

泗
州
（
安
徽
省
盱
眙
県
）
大
聖
僧
伽
和
尚
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
応
化
身
で
あ
り
、
淮
水
に
お
け
る
水
路
安
全
の
守
り
神
と
し
て
民

間
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
僧
伽
和
尚
は
、『
巡
礼
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
三
月
七
日
の
条
に
登
州
開
元
寺
に
て

「
寺
仏
殿
西
廊
外
僧
伽
和
尚
堂
内
北
壁
上
、
画
二
西
方
浄
土
及
補
陀
落
浄
土
一
」
と
あ
り
、
僧
伽
和
尚
堂
の
壁
に
阿
弥
陀
仏
の
西
方
浄
土
、

観
音
菩
薩
を
中
心
と
し
た
補
陀
落
浄
土
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

2
　
五
台
山
・
揚
州
求
得

　

次
に
、
五
台
山
求
得
の
仏
典
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
を
中
心
に
見
て
い
く
。
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515
『
小
止
観
』
一
巻　

下
巻　

天
台
大
師
撰
（『
大
正
』
四
六
・
四
六
二
・
№
一
九
一
五
『
修
習
止
観
坐
禅
法
要
』）　

天
台
大
師
（
五
三

八
―
五
九
七
）
が
俗
兄
の
陳
鍼
の
た
め
に
坐
禅
止
観
実
修
の
手
引
き
書
と
し
て
著
し
た
書
で
あ
る
。

518
『
涅
槃
経
玄
義
文
句
』
一
巻
（『
卍
続
蔵
経
』
一
・
五
六
・
二
）　

二
巻
か
ら
成
る
。
唐
の
道
暹
述
と
さ
れ
、
隋
の
章
安
灌
頂
（
五
六
一

―
六
三
二
）
の
『
涅
槃
経
玄
義
』（
№
一
七
六
五
）
に
簡
潔
な
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（『
仏
書
』）。

519
『
六
妙
門
文
句
』
一
巻　

釈
上
宮
疏　

天
台
大
師
智
顗
に
よ
っ
て
光
大
元
年
（
五
六
七
）
―
太
建
七
年
（
五
七
五
）
の
間
に
『
六
妙
法

門
』（『
大
正
』
四
六
・
五
四
九
・
№
一
九
一
七
）
が
著
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
台
大
師
が
南
岳
大
師
よ
り
伝
え
ら
れ
た
三
種
の
止

観
（
漸
次
止
観
・
不
定
止
観
・
円
頓
止
観
）
の
う
ち
、
不
定
止
観
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
真
人
元
開
撰
『
唐
大
和
上
東
征

伝
』（
慧
超
記
『
遊
方
記
抄
』
往
五
天
竺
国
伝
、『
大
正
』
五
一
・
九
九
三
ａ
・
№
二
〇
八
九
）
に
よ
る
と
、
鑑
真
和
上
将
来
品
の
中
に

「
天
台
止
観
法
門
、
玄
義
文
句
各
十
巻
、
四
教
儀
十
二
巻
、
次
第
禅
門
十
一
巻
、
行
法
華
懺
法
一
巻
、
小
止
観
一
巻
、
六
妙
門
一
巻
」

と
あ
り
、『
六
妙
門
』
の
日
本
へ
の
伝
来
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
鑑
真
（
六
八
八
―
七
六
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
青
本

記
載
の
「
釈
上
宮
疏
」
は
お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。

521
『
勝
鬘
経
疏
義
私
抄
』
一
巻
雑
揚
法
雲
寺
明
空
述
（『
卍
続
蔵
経
』
一
・
三
四
・
四
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
四
・『
勝
鬘
経
疏
義
私

鈔
』）　

青
本
は
「
私
」
を
「
和
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。
高
本
は
「
尺
上
宮
疏
」
を
補
う
。
推
古
十
九
年
（
六
一
一
）
に
、
聖
徳
太

子
に
よ
っ
て
求
那
跋
陀
羅
訳
『
勝
鬘
経
』（『
大
正
』
一
二
・
二
一
七
・
№
三
五
三
）
の
注
釈
と
し
て
『
勝
鬘
経
義
疏
』（『
大
正
』
五

六
・
一
・
№
二
一
八
五
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
勝
鬘
経
疏
義
私
鈔
』
の
序
文
に
よ
る
と
、「
其
疏
唐
大
暦
七
年
、
日
本
国
僧
使
誡
明
得

清
等
八
人
、
兼
二
法
華
疏
四
巻
一、
将
二
来
揚
州
一、
与
二
龍
興
寺
大
律
闍
梨
霊
祐
一
」
と
あ
り
、
唐
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
に
誡
明
・
得
清

ら
に
よ
っ
て
揚
州
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
唐
僧
明
空
が
さ
ら
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
が
本
書
で
あ
ろ
う
。

明
空
は
、
荊
渓
大
師
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）
の
弟
子
と
さ
れ
る
（『
仏
書
』）
が
、
湛
然
門
人
説
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
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528
『
随
自
意
三
昧
』
一
巻　

臺
山
構
波
（『
卍
続
蔵
経
』
二
・
三
・
四
所
収
）　
「
構
波
」
を
高
本
は
「
樺
皮
」、『
全
書
』
本
は
「
搆
皮
」、

『
大
正
蔵
経
』
本
は
「

皮
」
と
す
る
が
不
明
で
あ
る
。
本
書
は
南
岳
大
師
慧
思
（
五
一
五
―
五
七
七
）
の
述
作
で
あ
る
。「
随
自
意
三

昧
」
と
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
四
種
三
昧
の
一
つ
で
あ
る
非
行
非
坐
三
昧
を
指
す
。
初
心
の
菩
薩
が
六
波
羅
蜜
を
修
学
す
る

際
禅
定
を
根
本
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
禅
を
修
す
る
に
は
行
住
坐
臥
の
四
威
儀
と
食
・
語
の
威
儀
に
禅
定
な
ら
び
に
六
度
の
行
儀
に

工
夫
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（『
仏
書
』）。

530
『
皇
帝
降
誕
日
於
麟
徳
殿
講
大
方
広
仏
華
厳
経
玄
義
』
一
巻
（
静じ
ょ
う

居き
ょ

撰
、『
大
正
』
三
六
・
一
〇
六
四
・
№
一
七
四
三
）　

貞
元
八
年

（
七
九
二
年
）、
大
安
国
寺
の
僧
侶
静
居
が
徳
宗
皇
帝
（
七
四
二
―
八
〇
五
）
の
降
誕
日
に
麟
徳
殿
に
て
八
十
巻
『
華
厳
経
』
の
綱
要
を

進
講
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
八
十
巻
『
華
厳
経
』
の
概
要
を
知
る
た
め
の
手
引
き
書
と
さ
れ
る
（『
仏

書
』、『
大
蔵
』）。

532
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
一
巻　

南
岳
沙
門
法
照
述
（『
大
正
』
四
七
・
四
七
四
・
№
一
九
八
三
）　

本
書
は
、
広
法
事
讃
と
さ

れ
て
い
る
法
照
撰
『
浄
土
五
会
念
仏
誦
経
観
行
儀
』
三
巻
（『
大
正
』
八
五
・
一
二
四
二
・
№
二
八
二
七
）
に
対
し
て
、
略
式
の
五
会

念
仏
の
行
儀
作
法
を
記
し
た
書
物
で
あ
り
、『
五
会
法
事
讃
』、『
略
法
事
讃
』
と
も
い
わ
れ
る
。
序
文
と
本
文
の
二
部
に
分
か
れ
、
序

文
で
述
作
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
、
本
文
で
は
五
会
念
仏
の
利
益
・
由
来
・
出
典
・
実
践
法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
三
十
七
種

の
讃
文
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
』）。
法
照
禅
師
（
―
七
六
六
―
）
は
、『
宋
高
僧
伝
』
感
通
篇
・
唐
五
台
山
竹
林
寺
法
照
伝
、

『
広
清
涼
伝
』
巻
中
・
法
照
和
尚
入
化
竹
林
寺
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
円
仁
が
求
法
を
行
っ
た
五
台
山
大
聖
竹
林
寺
を
創
建
し
た

僧
侶
で
あ
り
、
大
暦
末
年
（
七
七
九
）
あ
る
い
は
貞
元
時
代
に
長
安
章
敬
寺
の
浄
土
院
に
て
五
会
念
仏
を
修
し
、
こ
の
頃
に
本
書
が
著

さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
法
照
が
創
始
し
た
五
会
念
仏
は
円
仁
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
五
会
の
音
曲
は
天
台
声
明
の
源
流

と
な
り
、
ま
た
そ
の
念
仏
は
比
叡
山
の
浄
土
教
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
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535
『
荊
渓
和
上
在
仏
隴
無
常
遺
旨
』
一
巻　
「
仏
隴
」
を
青
本
は
「
仙
龍
」
と
し
、『
全
書
』
本
は
「
山
仏
巃
」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
天
台

山
の
仏
隴
道
場
を
指
し
て
お
り
、
高
本
、『
大
正
蔵
経
』 

本
が
正
解
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
揚
州
求
得
の
一
覧
を
見
て
い
く
が
、
書
目
の
多
く
は
「
承
和
五
年
目
録
」（
注
1
の
拙
稿
・
資
料
①
）
と
重
複
し
て
お
り
、
前
稿

で
紹
介
し
た
書
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

582
『
唐
梵
両
字
一
切
仏
心
中
真
言
』
一
本　

高
本
は
「
中
」
の
下
に
「
心
」
を
記
し
て
お
り
、「
承
和
五
年
目
録
」
2
の
記
載
も
同
様
で

あ
る
。

588
『
唐
梵
対
訳
普
賢
行
願
讃
』
一
本　

高
本
以
外
の
諸
本
は
「
願
」
を
「
印
」
と
す
る
が
、
五
大
院
安
然
の
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類

総
録
』（
通
称
『
八
家
秘
録
』、『
大
正
』
五
五
・
一
一
一
三
・
№
二
一
七
六
）
に
空
海
、
円
仁
、
恵
運
の
将
来
本
を
基
に
『
普
賢
行
願

讃
』
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
願
」
と
確
定
で
き
る
。

590
『
唐
梵
両
字
大
仏
頂
結
護
』
一
本　
『
全
書
』
本
は
「
護
」
を
「
讚
」
と
す
る
。「
承
和
五
年
目
録
」
44
の
青
本
、『
八
家
秘
録
』
も

「
護
」
と
す
る
。
明
覚
撰
『
悉
曇
要
決
』（『
大
正
』
八
四
・
五
〇
一
・
№
二
七
〇
六
）
に
も
「
大
仏
頂
結
護
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、

「
讃
」
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

611
『
浄
名
経
集
解
関
中
疏
』
四
巻　

資
聖
寺
道
液
集　

長
安
資
聖
寺
の
「
資
」
を
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
賢
」 

と
す
る
が
誤
り
で

あ
る
。

612
『
浄
名
経
関
中
疏
釈
微
』
二
巻　

中
条
山
沙
門
契
甚
述　
「
条
」
を
高
本
、
活
字
本
は
「
修
」
と
し
、
人
名
に
も
異
同
が
見
ら
れ
る
。

「
承
和
五
年
目
録
」
66
、「
在
唐
送
進
録
」
52
（
注
1
の
拙
稿
、
資
料
②
）
の
諸
本
も
青
本
と
同
様
で
あ
り
、
青
本
の
記
載
で
確
定
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

613
『
法
華
経
銷
文
略
疏
』
三
巻　

天
長
寺
釈
延
秀
集
解　
「
釈
」
を
高
本
は
「
尺
」
と
す
る
が
、「
釈
」
は
仏
の
戒
を
授
け
ら
れ
た
者
の
称
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で
あ
り
、
青
本
の
記
載
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

617
『
肇
論
略
出
要
義
兼
注
附
焉
幷
序
』
一
巻　

沙
門
霊
興
撰　

青
本
は
「
序
」
を
「
辱
」
と
す
る
が
、「
承
和
五
年
目
録
」
71
も
「
序
」

と
し
て
お
り
、「
辱
」
は
「
序
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。『
肇
論
』
一
巻
（『
大
正
』
四
五
・
一
五
〇
・
№
一
八
五
八
）
の
要
点
を
ま
と
め

た
も
の
か
。

626
『
五
方
便
念
仏
門
』
一
巻　

智
者
大
師
作
（『
大
正
』
四
七
・
八
一
・
№
一
九
六
二
、
智
顗
撰
）　
「
作
」
を
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は

「
述
」
と
す
る
。

629
『
釈
門
自
鏡
録
』
五
巻　

僧
恵
行
集
（『
大
正
』
五
一
・
八
〇
二
・
№
二
〇
八
三
、
懐
信
述
『
釈
門
自
鏡
録
』）　
「
釈
」
を
青
本
、
池
田

本
、『
全
書
』
本
は
「
尺
」
と
す
る
。
僧
侶
恵
行
（
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
恵
詳
」）
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

636
『
量
処
軽
重
義
』
一
巻　

道
宣
（『
大
正
』
四
五
・
八
三
九
・
№
一
八
九
五
、
道
宣
緝
『
量
処
軽
重
儀
』）　

青
本
は
「
軽
重
」
を
「
重

軽
」
と
す
る
が
、『
大
正
蔵
経
』
に
よ
る
と
「
軽
重
」
と
確
定
で
き
る
。

653
『
感
通
伝
』
一
巻　

道
宣
（『
大
正
』
四
五
・
八
七
四
・
№
一
八
九
八
『
律
相
感
通
伝
』）　

唐
乾
封
二
年
（
六
六
七
）
に
道
宣
（
五
九

六
―
六
六
七
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
律
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
天
人
と
の
問
答
体
に
よ
っ
て
記
し
、
仏
教
文
物
に
関
す
る
記
述
も
見
ら

れ
る
（『
大
蔵
』）。
道
宣
に
関
す
る
書
物
は
、
本
目
録
に
『
唐
故
終
南
山
霊
感
寺
大
律
師
道
宣
行
記
』（
668
）・『
大
唐
西
明
寺
故
大
徳
道

宣
律
師
讃
』
一
巻
（
669
）
が
あ
る
。

659
『
集
新
旧
斎
文
』
五
巻　

上
都
雲
花
寺
詠
字
太　
「
新
」
を
『
全
書
』
本
は
「
雜
」
と
す
る
が
、「
承
和
五
年
目
録
」（
113
）
の
諸
本
も

青
本
と
同
様
の
記
述
で
あ
る
。「
花
」
を
高
本
、『
大
正
蔵
経
』
本
以
外
の
諸
本
は
「
光
」
と
す
る
。
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
―
八

九
一
）
の
『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』（『
大
正
』
五
五
・
一
〇
九
二
・
№
二
一
七
〇
）、『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐

求
法
目
録
』（『
大
正
』
五
五
・
一
〇
九
七
・
№
二
一
七
二
）
に
『
上
都
雲
華
寺
十
大
弟
子
讃
』
が
見
え
て
い
る
。『
長
安
志
』
巻
九
に
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引
用
さ
れ
る
『
酉
陽
雑
俎
』
に
よ
る
と
、
隋
代
に
大
慈
寺
と
称
し
て
い
た
が
大
暦
初
（
七
六
六
）
に
雲
花
寺
と
改
め
ら
れ
た
と
あ
り
、

「
雲
花
寺
」
と
確
定
で
き
る（

（（
（

。

701
「
大
聖
僧
伽
和
尚
影
」
一
張　

苗　

僧
伽
和
尚
信
仰
に
つ
い
て
は
504
で
触
れ
た
が
、
こ
の
真
影
は
揚
州
に
お
い
て
も
信
仰
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

702
「
舎
利
五
粒　

菩
薩
舎
利
三
粒
辟
支
佛
舎
利
二
粒
盛
白

小
合
子
幷
安
置
白
石
瓶
子
一
口
」　
「

」
を
『
大
正
蔵
経
』
本
は
「
蠇
」、

池
田
本
、『
全
書
』
本
は
「
錯
」
と
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。

結

語

　

今
回
は
、
主
に
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（『
大
正
蔵
経
』）
に
収
載
の
現
存
す
る
仏
典
を
中
心
に
、『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
に
記
載
の
書
目

に
つ
い
て
の
概
要
を
紹
介
し
た
。『
新
求
目
録
』
に
よ
る
と
、
長
安
に
お
い
て
は
五
一
一
点
の
う
ち
そ
の
大
半
は
真
言
密
教
関
係
の
経
典
、

論
疏
、
儀
軌
、
戒
儀
、
梵
字
な
ど
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
長
安
で
の
円
仁
求
法
の
大
き
な
目
的
が
伝
教
大
師
最
澄

（
七
六
六
―
八
二
二
）
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
天
台
密
教
（
台
密
）
の
充
実
と
確
立
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
胎
蔵
界
・
金
剛

界
・
蘇
悉
地
の
三
部
の
潅
頂
を
長
安
の
諸
阿
闍
梨
よ
り
受
法
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
巡
礼
記
』
に
よ
れ
ば
、
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
十
月
二

十
九
日
に
は
大
興
善
寺
に
て
元
政
よ
り
金
剛
界
大
法
、
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
五
月
三
日
に
は
、
青
龍
寺
に
て
義
真
よ
り
胎
蔵
毘
盧
舎
那
経

大
法
と
蘇
悉
地
大
法
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
二
月
二
十
九
日
に
は
玄
法
寺
法
全
よ
り
胎
蔵
大
法
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
潅
頂
受
法
に
際
し
、

こ
れ
ら
元
政
・
義
真
・
法
全
な
ど
の
諸
阿
闍
梨
よ
り
目
録
記
載
の
多
数
の
密
教
典
籍
を
授
か
り
、
求
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
長
安
で
は
密
教
典
籍
以
外
に
も
浄
土
、
華
厳
、
禅
、
戒
律
を
は
じ
め
、
因
明
や
詩
歌
、
地
誌
な
ど
の
書
や
聖
像
・
高
僧
真

影
・
檀
木
な
ど
も
将
来
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
浄
土
念
仏
に
つ
い
て
は
、
道
綽
の
『
安
楽
集
』
一
巻
（
392
）
や
、
善
導
の
『
浄
土
法
事
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讃
』
二
巻
（
397
）
が
あ
り
、
極
楽
浄
土
願
生
の
思
想
に
注
目
し
て
い
る
。
華
厳
に
つ
い
て
は
、
澄
観
の
『
華
厳
経
疏
』
二
十
巻
（
382
）
や
杜

順
の
『
華
厳
法
界
観
門
』
一
巻
（
427
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
因
明
に
関
し
て
は
、
基
（
窺
基
）
や
慧
沼
、
勝
荘
の
論
疏
七
点
（
404
―

415
）
が
あ
り
、
イ
ン
ド
論
理
学
で
あ
る
因
明
に
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
乗
戒
の
根
本
聖
典
で
あ
る
『
梵
網
経
盧

舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
』
一
巻
（
376
）
や
『
四
分
律
』
に
関
す
る
行
儀
『
宗
四
分
比
丘
随
門
要
行
儀
』
一
巻
（
421
）
な
ど
も
あ
る
。
そ
の

他
に
も
『
白
家
詩
集
』
六
巻
（
477
）
な
ど
の
漢
詩
や
『
両
京
新
記
』
三
巻
（
452
）
な
ど
の
歴
史
地
理
書
も
あ
り
、
円
仁
は
幅
広
い
関
心
を

持
っ
て
文
献
を
蒐
集
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
五
台
山
求
得
の
仏
典
で
は
、
南
岳
慧
思
の
『
随
自
意
三
昧
』
一
巻
（
528
）
や
天
台
大
師
智
顗

の
『
小
止
観
』
一
巻
（
515
）
を
は
じ
め
、
天
台
関
係
の
書
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
巡
礼
記
』
の
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月

十
七
日
の
条
に
「
実
可
レ
謂
二
五
臺
山
大
花
厳
寺
是
天
台
之
流
一
也
」
と
あ
り
、
大
華
厳
寺
の
法
賢
・
文
鑑
・
志
遠
・
玄
亮
の
諸
大
徳
が
、

『
法
華
経
』
を
中
心
と
す
る
天
台
の
教
え
や
実
践
法
門
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』
を
講
じ
た
り
、
法
華
三
昧
を
修
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
か
ら
、
天
台
典
籍
の
多
く
は
こ
の
大
華
厳
寺
で
求
め
得
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
五
台
山
で
注
目
す
べ
き
は
、

法
照
の
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
一
巻
（
532
）
で
あ
り
、
本
文
中
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
円
仁
が
比
叡
山
に
初
め
て
伝
承
し
た
天
台

声
明
（
仏
教
音
楽
）
や
、
叡
山
浄
土
教
の
源
流
を
な
す
重
要
な
典
籍
で
あ
る
。
こ
の
五
会
念
仏
に
つ
い
て
は
、『
巡
礼
記
』
の
開
成
五
年

（
八
四
〇
）
五
月
一
日
の
条
に
竹
林
寺
の
般は
ん

舟じ
ゅ

道
場
に
お
い
て
、
法
照
の
念
仏
三
昧
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、『
略
法
事
儀
讃
』
求
得
の
背
景

に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
円
仁
伝
承
の
こ
の
五
会
念
仏
が
、
比
叡
山
の
み
な
ら
ず
、

日
本
浄
土
教
に
及
ぼ
し
た
事
項
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
、
揚
州
に
つ
い
て
は
唐
梵
両
字
の
真
言
（
582
）
や
讃
（
588
）、『
浄
名
経
』（『
維
摩
経
』）
の
注
釈
（
611
）（
612
）
や
『
法
華
経
』
の

疏
（
613
）、『
肇
論
』
の
注
書
（
617
）
な
ど
が
あ
り
、
仏
舎
利
（
702
）
や
和
尚
真
影
（
701
）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
天
台
関
係
で
は
、
智
顗
の

『
五
方
便
念
仏
門
』
一
巻
（
626
）
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

32



　

こ
れ
ら
円
仁
将
来
物
の
入
手
背
景
及
び
入
唐
求
法
の
成
果
、
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
次
回
に
期
し
た
い
。

〔
追
記
〕　
本
稿
は
、
一
般
財
団
法
人
仏
教
学
術
振
興
会
・
平
成
二
六
年
度
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
学
術
研
究
部
門
研
究
助
成
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
1
）
拙
稿
「
円
仁
将
来
目
録
の
研
究
―
『
日
本
国
承
和
五
年
目
録
』
と
『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』
の
諸
本
の
分
析
―
」（『
京
都
女
子
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
2
）
拙
稿
「
慈
覚
大
師
円
仁
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』」（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
『
史
窓
』
第
七
四
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
3
） 

本
稿
で
は
、『
巡
礼
記
』
の
原
文
を
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
一
巻
―
第
四
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
四
年
―
一

九
六
九
年
）
に
拠
っ
た
。

（
4
）
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書
』
史
伝
二
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
五
一
頁
。

（
5
）
前
田
慧
雲
編
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
第
九
十
五
套
第
五
冊
（
蔵
経
書
院
、
一
九
一
二
年
）
四
九
六
―
四
九
八
頁
。

（
6
）
楊
敬
之
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
（
3
）、
第
四
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
九
年
）
一
五
〇
頁
に
詳
し
い
。

（
7
）
神
田
喜
一
郎
「
慈
覚
大
師
外
典
考
証
」（
福
井
康
順
編
『
慈
覚
大
師
研
究
』
天
台
学
会
、
一
九
六
四
年
）
九
四
頁
。

（
8
）
辛
徳
勇
「
唐
長
安
城
の
基
本
的
文
献
」（『
都
市
文
化
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
八
頁
。
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（
9
）
牧
田
諦
亮
「
慈
覚
大
師
将
来
録
よ
り
観
た
る
唐
仏
教
の
一
面
」（
福
井
康
順
編
『
慈
覚
大
師
研
究
』
天
台
学
会
、
一
九
六
四
年
）
六
九
七
―

六
九
八
頁
。

（
10
）
利
渉
法
師
に
つ
い
て
は
、
牧
田
諦
亮
「
唐
長
安
大
安
国
寺
利
渉
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
報
』
第
三
一
冊
、
一
九
六
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
）
前
掲
論
文
（
9
）。

（
12
）
武
覚
超
『
中
国
天
台
史
』（
叡
山
学
院
、
一
九
八
六
年
）
六
六
頁
。

（
13
）
前
掲
書
（
3
）、
第
二
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
六
年
）
四
三
二
頁
。

（
14
）
小
野
勝
年
『
中
国
隋
唐
長
安
寺
院
史
料
集
成
』
史
料
編
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）
一
五
三
頁
。
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